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処暑も過ぎ、夏の疲れの出る頃とな
りましたが、会員の皆様にはお変わりな
くお過ごしでいらっしゃいましょうか。
去る5月18日に東京・京王プラザホ

テルにて開催されました第 59回日本女医会総会にて
任期満了に伴う役員選挙で会長に選任されました山
本纊子でございます。
今回は、理事の定員25名以内のところ、32名の立

候補があり、約30年ぶりの選挙となりました。総会出
席者は、例年の2倍以上の258名で、会員の皆様が強
い関心をお持ち下さり喜ばしいことと思っています。
今後、日本女医会の基本理念に沿って理事会で率

直かつ活発な議論を行い、広く会員の皆様のお考え
を反映できるよう努力する所存ですので、積極的なご
意見、ご希望をお寄せ下さいますようお願い申し上げ
ます。
さて本会は、2012 年 4 月に公益社団法人となり、
公益目的の事業を行うこと、その割合が費用額にお
いて半分以上であることが求められるなど、高い社
会的信頼度と引き換えに多くの制約が課せられており

ます。
現在、本会が内閣府に申請している公益事業は、

吉岡弥生賞、荻野吟子賞などの顕彰、学術助成、小
児救急、十代の性の健康支援ネットワーク、高齢者
及び障害者への医療的ケア研修、女性医師支援、医
学生・若手医師支援、国際女医会活動、ブロック懇
談、公開講演会などですが、嘗て医師単独で考案し
たテーマで得られた助成金は、近年、他職種との連
携を重視したテーマを要求され、獲得が非常に難し
くなっている状況です。経済的な後援を受けることは
許可されていますので、綿密かつ魅力的な計画を立
て、医療関連各社に協賛をお願いして戦略的に各事
業を推進して参りますと共に、会誌その他の機会を
有効に活用して会員の皆様方の親睦、交流を図って
まいりたいと思っております。また、次代を担う若手
会員の増強も不可欠で、会員の皆様に新会員の入会
のご勧誘をいただければ幸甚です。
微力ではございますが、日本女医会の発展のため

に誠心誠意、努力して参りますので皆様方のご支援・
ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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2013 年 5月 18日、第 59回定時総会は定刻通り午
前11時に庶務部担当川村富美子理事の発声のもとに
開会された。
澤口彰子副会長による開会の辞が述べられた後、

総会成立、及び定款改訂に必要な出席者の確認がな
され、定款規程どおりの会員総数の 3分の 2以上の
出席が報告された。これをもって総会の開会を宣言
した。その後、平成 25 年度に物故された17 名の会
員に対して黙祷が捧げられた。
会長挨拶では、男女共同参画の社会への浸透の重

要性とともに、今後の活動に対する抱負が述べられ、
連携が呼びかけられた。
報告事項は、対馬ルリ子副会長より平成 25年度会
務報告に基づき行われた。
また、ナショナルコーディネータ矢口有乃理事から
は、第 64回WHO西太平洋地域会議、第 68回国連
総会報告会に出席した旨が報告された。
議事に入る前に議長団の選出があり、会長一任で
議長団に野崎京子会員（大阪支部）、佐々木綾子会員
（新潟支部）、議事録署名人に河野直子会員（長野支
部）、小泉ひろみ会員（秋田支部）が任命された。
その後、大坪公子選挙管理委員長より、平成 26年
度役員選出に関する説明があった後、出席者全員に
よる投票が行われ、会場後方において選挙管理委員
会による開票作業が開始された。
第 1号議案から第 7号議案まで審議され、すべて

の議案が承認された。

議事

第１号議案　定款改定の件
第 2号議案　平成 25年度事業報告等の報告の件

第 3号議案　�平成 25 年度貸借対照表及び正味財産
増減計算書の承認の件

会計監査報告
第 4号議案　平成 26年度事業計画の承認の件
第 5号議案　平成 26年度予算の承認の件　
第 6号議案　次期及び次々期総会開催地に関する件
第 7号議案　役員改選の件

第 7号議案「役員改選の件」においては、大坪選
挙管理委員長より開票の結果が発表され、選出され
た役員の承認が行われた。

表彰

表彰では、日本女医会吉岡弥生賞「医学に貢献し
た女性医師」の部門で市田蕗子会員（富山支部）に
授与された。
学術研究助成は、岡野純子氏（滋賀医科大学准教
授）、小川葉子氏（慶應義塾大学医学部・特任准教授）
に授与された。
第 3回提言論文優秀賞は、小比賀美香子氏（岡山
大学病院卒後臨床研修センター医科研修副部門長）、
林慧氏（東京大学医学部医学科 4年）に授与された。
� （文責 /広報部）

第2回支部・本部連絡会

総会に先立って「第 2回支部・本部連絡会」が開
催された。各支部代表からの近況報告と本部代表と
して会長からの活動報告があり、支部・本部の交流
の場がもたれた（出席者数：会員49名、役員24名）。

各賞と学術研究助成授与

日本女医会吉岡弥生賞

●医学に貢献した女性医師部門

市田蕗子氏（富山支部）
昭和 52 年新潟大学医学部を卒業後、

国内外の医療機関において小児循環器領
域の研究・臨床に多大な成果をあげ、特

に心筋緻密化障害の原因遺伝子の報告は国内外で高く

第 59回　公益社団法人日本女医会定時総会
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評価された。さらに先天性心疾患児の精神神経発達研
究の我が国のパイオニアとして、国際共同研究を推進
する一方、日本循環器学会男女共同参画推進や、富山
大学小児科教授・女性医師支援室長として女性医師・
女子医学生の指導に貢献した。

第 34 回 日本女医会学術研究助成

岡野純子氏（滋賀医科大学准教授）
「‌�小児期発症１型糖尿病患者に対
する非侵襲的な血糖モニタリング
の開発」

小川葉子氏
（慶應義塾大学医学部・特任准教授）

「‌�免疫原性ドライアイ眼表面におけ
る老化細胞の慢性炎症機構への
関わりと新規治療法の開発」

第 3 回　日本女医会提言論文優秀賞

小比賀美香子氏（岡山支部）
●岡山大学病院　卒後臨床研修センター　医科研修副部門長

「‌�全女子医学生にキャリア教育を！」

林　慧氏
●東京大学医学部 5年

「女医と世間の橋渡し」

受賞者の言葉

吉岡弥生賞を受賞して
富山支部　市田蕗子

この度は、日本女医会吉岡弥生賞（医学への貢献）
受賞の栄に浴し、身に余る光栄と存じております。御
推薦いただきました高原照美理事、藤巻篤子富山支
部長をはじめ、津田喬子会長および選考委員の先生
方に心よりお礼申し上げます。昭和 52年に新潟大学
医学部を卒業後、小児科学教室で研鑽を積み、新設
となりました富山医科薬科大学（現富山大学医学部）
へ移動し、小児科学、小児循環器病学を中心に、研

究・診療・教育に従事し、現在は、富山大学大学院
小児科学准教授、富山大学附属病院小児科診療教授
を務めております。私にとりましては、30 代半ばの
海外留学（ベルギールーバン大学、米国コーネル医
科大学）が大きな転機となり、女性医師が子育てを
しながら、医師としても研鑽を積んでいる姿にカルチ
ャーショックをうけ、帰国後は、仕事と育児の両立に
悪戦苦闘してまいりました。
受賞の対象となりました研究テーマと業績の一つ

は心筋緻密化障害に関するものであり、わが国で初
めて報告し、全国調査を行い本疾患の臨床像を明ら
かにし、さらに、臨床遺伝学的研究へと発展させた
ことを評価していただいたと推察いたします。ベイラ
ー医科大学への留学（文部省在外研究員）で、遺伝
学的研究を実現し、引き続き国際共同研究を推進し、
新しい遺伝子異常を多数報告し、これまで不明であ
った遺伝的背景を明らかにしました。その業績は、国
内外で評価され多数の受賞を獲得することができ、
私のライフワークとなりました。現在は、さらに iPS
細胞由来心筋細胞を用いた遺伝性心疾患病態解明に
着手しています。
川崎病冠動脈障害のメカニズムと治療に関する研

究では、血管内皮特異性が高いサイトカインが冠動
脈傷害に深く関与していることを明らかにし、また、
厚労科研の冠動脈後遺症と有効な治療法の確立に
対する全国組織の研究に参画し、その結果の一部は
Lancet 2012 に発表されました。平成 25 年 9月、富
山において、第 33回日本川崎病学会学術集会を主催
し、川崎病を見詰め直すことを主題として、基礎研
究と臨床の対話と融合を目指し、討論を繰り広げるこ
とができました。 
近年、先天性心疾患の診断や手術をはじめとする

治療成績の向上に伴い、新生児期に手術を要する重
症心疾患児の救命率が向上し、その後の発達障害に
大きな関心が寄せられるようになりました。わが国で
は研究が遅れている分野でありましたが、私共が最
も早く、国際標準であるベイリー乳幼児発達検査法
を導入し、先天性心疾患術後患者の発達障害とその
支援に関して研究を始めました。厚労科研の先天性
心疾患児の精神神経発達に関する研究では、全国的
な研究組織を展開し、さらに国際共同研究を推進し、
重症心疾患児の発達障害に対する早期からの介入と
支援が必要であることを明らかにしました。
一方、近年、フォンタン術後患者をはじめとする重
症心疾患の患者さんも成人期を迎えるようになり、成
人先天性心疾患患者は 40万人を超えています。この
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患者さんたちを誰が診るのか大きな問題になっていま
す。そのため、日本循環器学会学術委員会に成人先
天性心疾患部門を設立、啓蒙し、全国的な診療体制
の構築に取り組んでおります。平成24年1月には、「成
人先天性心疾患診療体制の構築に向けて」をテーマ
に、第 14回日本成人先天性心疾患学会を主催しまし
た。　
富山大学の女性医師支援室長として、院内保育園

や病児保育室の開設に努め、短時間労働制や休日の
一時保育など、女性医師が働きやすい環境整備を行
い、女性医師の再就職率を劇的に改善いたしました。
日本循環器病学会においても、初の女性理事の1人
としても、男女共同参画の推進に協力してまいりまし
た。
日本女医会の最高の賞をいただき、今後は研究の
みならず、後輩の女性医師を支援する活動も続けて
行きたいと存じます。

学術研究助成を授与されて
� 滋賀医科大学准教授　岡野純子

この度は、研究課題「小児期発症１型糖尿病患者
に対する非侵襲的な血糖モニタリングの開発」に対
し日本女医会学術研究助成を賜り、大変光栄に思い
ます。ありがとうございました。
私は「治せるのが目に見える科」に魅かれ、京都
大学医学部卒業後、形成外科に入局しました。当時、
形成外科の医局は国立大学では３大学しかなく、母
校がその一つであったことも影響したと思います。臨
床に約６年携わりましたが、その間に長男を出産しま
した。両親が遠方にて応援してもらうのがなかなか難
しい状況にあったので、緊急呼び出しが来た際に対
応できなかったらどうしよう、と綱渡り的な毎日を送
っていました。その後大学院に進学し、解剖学・発
生学教室にて学位を取得後、形成外科領域である唇
裂口蓋裂の発症機構の研究に取り組み始めると研究
の魔力に取り付かれ、更に研究したいと思うようにな
りました。主人の米国国立衛生研究所の留学が決ま
った際、自分もなんとかして研究を続けたいと考え、
ジョブインタビューを受けて、世界でも数少ない発生
皮膚学の研究室に博士研究員として採用していただ
くことができました。研究室は予想外に束縛が強く、
子供の学校行事の欠席は当然、日常的にも主人より
帰りが遅くなってしまい辛い思いをしましたが、家族
みんなが支えてくれ、何より日本では台所に立たなか

った主人が、夕食作りがお手のものになったのは、実
は米国留学の一番の収穫ではなかったかと密かに思
っています。
帰国時に、臨床に戻るか研究を続けるか非常に悩

みましたが、何よりも研究を継続する環境に居たいと
の思いを捨てる事ができませんでした。まだ母親の手
が必要な二人の子供を抱えて仕事をしなければなら
ないという状況と、家族一緒に暮らすという夫との不
文律の下では、望む職を探すのは非常に困難でした。
しかし幸運なことに、滋賀医科大学の基礎講座に着
任することができ、現在教育と研究の道に携わってお
ります。
帰国後は、自分が臨床や研究で学んできたことを

元に、動物実験で得た成果を患者さんの治療に還元
する、という全過程を自らの手で成し遂げることをラ
イフワークにしようと決心し、今迄余り顧みられなか
った糖尿病性皮膚症の研究をスタートさせています。
予想以上に地方大学の財源は厳しく、資金の問題に
常に頭を悩ませています。その中で、日本女医会か
ら頂いた助成金は非常に励みになり、かつ助かり、大
変有り難いと感謝しております。成果があげられます
よう誠心誠意努力したいと思っておりますので、今後
ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

学術研究助成をいただいて
� 慶應義塾大学医学部　眼科学教室　小川葉子

このたびは、研究課題「免疫原性ドライアイの眼
表面における老化細胞の慢性炎症機構への関わりと
新規治療法の開発」につきまして、伝統ある日本女
医会学術研究助成をいただき、日本女医会選考委員
の諸先生、会員の諸先生に心より深く感謝申し上げま
す。
式典当日も、日本女医会で活躍されていらっしゃる

諸先生から、これまでのご努力やお仕事のお話を伺
うことができ大変感動いたしました。私は、本学でド
ライアイ外来での臨床と、基礎研究室との往復をしな
がら研究を進め、臨床、基礎研究や医学部生、交換
留学生の教育に携わっています。2009 年に同助成を
受け、2011 年に本学の特任准教授（常勤）として復
帰いたしました。私自身まだまだ未熟であり、毎日の
研究立案、研究計画、遂行、検証等どれも皆、今後
の一層の努力が必要です。研究テーマである免疫応
答と特殊な線維化に至る慢性炎症を基盤としたドラ
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イアイの病態機序を追究し、基礎研究の成果を医療
の現場に早期に還元できればと考えております。一
緒に臨床、基礎研究を行う後輩が増え臨床研究、基
礎研究への責任の重さを実感しております。子供は

動生態学的な観点からこれらの事件を検証すれば、
防止対策につながるのではないかという期待を抱きま
した。
現在、長谷川先生に講演内容の概要をご執筆いた

だいておりますので、次号の日本女医会誌で紹介い
たします。どうぞ楽しみにお待ちください。

心をひとつに
〜定時総会懇親会を担当して〜

� 　東京都支部連合会副会長　渡邉弘美

第 59回定時総会の開催が今年度は東京ということ
で、懇親会の担当を東京都支部がお引き受けするこ
とになった。東京都支部連合会副会長 角田由美子先

２人おりまして、長男は眼科医、長女は医学部６年生
となっております。今後、広い観点から深い知識と洞
察力を備え、暖かい心で医療に接することを目標に後
輩と一緒に頑張っていきたいと思います。

第 59 回定時総会講演会 報告

� 広報部　田辺晶代

総会終了後に多くの聴衆が集まる中、総合研究大
学院大学　長谷川眞理子教授による講演会が開催さ
れました。「雄と雌の葛藤から見た進化医学」という
一見して引き込まれるようなタイトルで、行動生態
学・進化生物学に関する先生の奥深いお話を伺うこ
とができました。医学に携わる者としてのみならず社
会人として大変興味深い内容であり、大変感銘を受
けました。特に、ドメスティックバイオレンス、児童
虐待などのヒトによる反社会的行動が動物全般に共
通する行動であり、それが実は遺伝子によって支配
されているかもしれない、というお話は衝撃的で、行
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が一つになったような光景であった。
長引いた総会の後での美味しいお食事に舌鼓を打

ちつつ、各支部の先生方よりの報告なども伺いなが
ら、和やかな雰囲気のうちに、会は無事に御開きとな
った。

新役員各部担当
会　　長 副　会　長 監　　事 National Coordinator

山本纊子
小関　温子
塚田　篤子
大谷　智子

松井比呂美
山崎トヨ 前田佳子

部 理　事
庶　　務 馬場安紀子 中川やよい 花岡和賀子 樋渡奈奈子
会　　計 江畑　理佳 齊藤　惠子 川村富美子 矢口　有乃
渉　　外 諏訪美智子 澤口　聡子 福下　公子 藤川眞理子
学　　術 前田　佳子 中田惠久子
事　　業 津田　喬子 宮﨑　千惠 吉馴　茂子
広　　報 田辺　晶代 岩﨑惠美子 鈴木カツ子 田中　優子

山本纊子 小関温子 塚田篤子 大谷智子 馬場安紀子 中川やよい 花岡和賀子

樋渡奈奈子 諏訪美智子 澤口聡子 福下公子 藤川眞理子 江畑理佳 齊藤惠子

川村富美子 矢口有乃 田辺晶代 岩﨑惠美子 鈴木カツ子 田中優子 前田佳子

中田惠久子 津田喬子 宮﨑千惠 吉馴茂子 松井比呂美 山崎トヨ

生の開会の挨拶に引き続き、約 30年ぶりの役員選挙
を経て、先ほど決まったばかりの新会長 山本纊子先
生のご挨拶を頂いた。続いて、結成以来 24年、芸大
声楽科卒で 90歳の中村綾子先生のご指導の下、東京
近郊に住む熟年現役女性医師 12名によるコーラスグ
ループ“フラウエンコール綾”による合唱が披露され
た。サンタルチア、モルダウの流れ、いずみのほとり、
荒城の月など美しい全 5曲に引き続き、コーラスの最
後に全員で復興支援の歌「花は咲く」が合唱された。
私は、光景を写真に収めようと、部屋の隅にカメラを
かまえたが、起立下さった先生方と、舞台が一体に
なり、それはそれは美しい光景が生み出されていた。
まさに、ご出席くださった 91名の日本女医会員の心
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y

副会長に就任して
小関温子

第 59回総会は平成 26年 5月16日京王プラザホテ
ルにおいて行われました。
総会後、理事選挙が行われました。約 30年ぶりの
理事選挙は新理事も含めて理事立候補が定員オーバ
ーの7名で 32名、監事 3名の立候補となりました。
理事立候補：岩手 1名、宮城 3名、栃木 2名、東
京 14 名、神奈川 2名、千葉 1名、埼玉 1名、大阪 2
名、岐阜 1名、三重 1名、富山 1名、愛知 2名、石
川1名の 32名、が 3月に発表されました。今までは、
ほとんど選挙が行われたことがありませんでしたの
で、誰しも不安を抱えての理事選に臨むこととなりま
した。しかし総会を控えての前日に理事立候補１名、
２日前に１名、監事が当日１名の辞退者の発表があり
ました。何があったのかは不明ですが、選挙に遠方、
近県などから参加された多くの会員の先生方の中に
は不信感を持たれた方がおいでになったことも事実
です。
その後、会長選は新理事の間で行われ、山本纊子
新会長が選出されました。
副会長選は塚田篤子先生、大谷智子先生、小関温
子が選出されました。私は２期目の副会長に信任され
ました。非力ではございますが庶務、渉外を担当す
る副会長として務めさせていただきます。これから女
医会としての問題は山積みです。庶務は女医会の理
事として５年間担当させて頂きました。
理事会の穏やかな且つ会員の先生方から信頼を得

られる会の進行と発展にも努め、総会をはじめとして
ブロック懇談会、理事会の運営に陰ながら支えて行
く要として残された２年間を精一杯努力させて頂く所
存でございます。また、会員の先生方との親睦を担う
軽井沢セミナーは楽しい会として発展させたいと念じ
ております。何卒ご教示、ご支援をよろしくお願い申
し上げます。

y

副会長に就任して
大谷智子

平成 26年 5月18日の第 59回日本女医会総会にて
副会長に選任して頂きました。1982 年に東京女子医
科大学を卒業し、同大学東医療センター（旧第二病院）

小児科に入局して以来、同医局の講師として勤務し
ております。日本女医会で活躍された多くの大先輩
が医局に在籍されており、日本女医会 100 周年の時
に諸先輩方にお誘い頂き入会致しました。小児救急
医療の整備と提言事業・委員会で委員として石原幸
子先生に加えて頂き、『どうしよう……子どもの救急』
の発行に携わり、平成 22年から理事として務めさせ
て頂いています。まだ、2期しか理事会には関わって
いない未熟者ですが、皆様のご意見を傾聴し微力な
がら山本会長を補佐させて頂きたいと思っています。
ところで、最近では女性医師の割合も増え、社会
全体としてサポート体制が進んできていることは歓迎
すべきことです。女性医師復職を各自治体で代行し
ていることや、各学術大会で男女共同参画に取り組
み、セミナーやメンター制度などを実行している学会
も多くみられます。女性医師の数が全体の 2割を超
えてきていれば当然なことかもしれません。5万人を
超える女性医師がいるにも関わらず、日本女医会の
存在を知らない女性医師も少なくありません。日本女
医会の今後の発展のためには、若い多くの女性医師
会員を増やすことが必須です。このためには増え続
けている女性医師のニーズを検討し、日本女医会とし
て独自なサポート対策を示していければと考えていま
す。
一昨年に公益社団法人を取得し 3年目を迎える今
年度から、過去の反省も踏まえて新しく発展できるよ
う会員の先生方のご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

y

副会長に就任して
塚田篤子

　この度、第 59回定時総会にて山本纊子会長より副
会長のご指名を頂いた塚田です。１期目は、渉外部、
２期から４期までは、会計部の理事を担当させていた
だきました。今回の理事選に際しましては、微力な私
に対し、地元栃木の先生方をはじめ、多くの先生方
のお力添えをいただきました。大変ありがとうござい
ました。
顧みますと、地方の医科大学を卒業し、地方の医

局で育ち、地方で毎日、患者に追われるように働いて
いた一開業医の私が、女医会の理事に出るようご推
薦いただいたことは、青天の霹靂ともいうべき出来ご
とでした。そして今回の会長からのご指名は、全く予
想外の出来事で誰よりも私本人がただただ恐縮して
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いる次第です。もちろんこの度のご指名は周囲の方々
からのお引き立てによるものと承知いたしておりま
す。しかしながら、浅学菲才の身であり、十分お応え
できるかどうか不安な気持ちでいっぱいです。
ではありますが、８年間女医会で育てていただいた

ご恩返しのつもりで会の発展・活性化のために尽力
したいと考えております。諸先生におかれましては、
今まで以上の御指導・ご鞭撻、お導きを賜りますよう
心よりお願い申し上げます。

y

理事就任のご挨拶
岩㟢惠美子

この度、日本女医会理事に選任頂きました、宮城
支部の岩㟢です。
私は、昭和 43年新潟大学医学部を卒業後、耳鼻科

医として病院勤務し、その後、途上国での５年の医
療活動を経て、厚生労働省、仙台市副市長など、行
政で働いてまいりました。
実際、女性医師は増えていますが、女性医師を取

り巻く環境は、決して、恵まれているとは言えまん。
そのような中で、悪戦苦闘している女性医師の姿を見
ながら、女性医師の働きやすい環境整備に力を注ぎ
たいと思ってまいりました。微力ではありますが、女
性医師のために、働きたいと考えております。

y

新理事に就任して
江畑理佳

新任理事としてご挨拶申し上げます。私は平成元
年に東京女子医大を卒業し、眼科医として 25年余り
診療を続けてまいりました。
日本女医会とのご縁は、恩師であります澤口彰子
前副会長から紹介いただき入会しました。
入会後は会誌を拝見する程度でした。２年前の創立

110 周年記念式典において、東日本大震災の際の寄付
に感謝状をいただきました。あの非常事態の時のこと
を思い出しますと、心の中に日本女医会に託せば、必
ず現地に届くはず、という強い信頼感があり、いても
たってもいられず女医会に電話をかけ寄付をしまし
た。私は一度も女医会の会には参加したことがなか
ったのですが、そこには信頼感が明確にありました。�
このたびご縁があり理事に就任し、私のように普段接
点の薄い者にも絶対的信頼感を寄せられる会であり

続けられますよう、微力ではございますが尽くしたい
と思います。ご指導どうぞよろしくお願いいたします。

y

MsACT委員として
澤口聡子

この度、日本女医会理事として選出され、渉外を
担当し、MsACT委員として責を果たします事を、大
変光栄に、また、大変嬉しく存じます。
日本女医会は、公益社団法人として認定されてい
ます。本会が行う事の出来る事業は、公益目的事業
である非営利の 23の事業に特定されています。渉外
業務を行うにおいても、MsACT委員会業務を行うに
あたっても、この 23の視点（学術科学技術の振興・
文化の振興・障害者や災害犯罪による被害者の支
援・高齢者の福祉増進・就労支援・公衆衛生向上・
児童青少年の健全育成・勤労者の福祉の向上・国民
の心身の健全な発達と人間性の涵養・犯罪の防止と
治安維持・事故又は災害の防止・不当な差別及び偏
見の防止と根絶・思想及び良心や信教 表現の自由の
尊重と擁護・男女共同参画社会の形成・国際相互理
解促進及び開発途上海外地域への経済協力・地球環
境と自然環境の保全と整備・國土の利用整備 保全・
国政の健全な運営の確保・地域社会の健全な発展・
国民生活に不可欠な物資やエネルギー等の安定供給
の確保・一般消費者の利益擁護と増進・その他公益 
に関する事業）を常に念頭におき、女性医師としてど
のように公益に寄与する事が最も望ましいかを、現実
性と効率性を踏まえつつ、常に考えて、努めて参りた
いと存じます。
多くの公益社団法人の中でも、日本女医会は女性

医師という、貴重な専門職のみが集まった組織であ
り、他の法人とは明らかに異なっています。その専門
性が最も 有効な形で、国際的にあるいは世代を超え
て若い方々に伝えられ、世界を世代を超えてリードで
きる様に、女性医師の立場を守り、女性医師が社会
的に活性化さ れ得る社会を開発できる様に、大変微
力でありますが、努めて参ります。どうぞご指導ご高
配賜ります様、宜しくお願い申しあげます。

y

大海を知らず
鈴木カツ子

敬愛する元日本女医会会長小田泰子先生に「井の
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中の蛙大海を知らず」と諭され、身のほども顧みず
大海に飛び込む決心をいたしました。座右の銘は「見
る前に跳べ」でしたが、ここしばらく体調不良が続き、
気が萎えておりました。
宮城県女医会には有能な女性医師が大勢おられます

が、中でも歴代会長の故長池博子先生、小田泰子先生、
そして山本蒔子先生は先見性に優れ、茨の道を切り拓
く時代にふさわしいリーダーとして強い存在感を示し
てまいりました。女性の置かれている不平等に立ち向
かい、「ガラスの天井」をも突き破り、男性に媚びるこ
とのない生き方から多くの影響を受けました。
連日、東京都議会の女性議員に対する「セクハラ

やじ」が、世間を騒がせておりますが、この事件は日
本の恥を世界にさらしてしまいました。男女の平等度
を評価する世界経済フォーラムの 2013 年版報告によ
りますと、日本は 136カ国のうち105 位で、2006 年
の調査開始以来最低となりました。国会議員の数や
企業の管理職数などが足を引っ張っています。ジュ
ネーブに本部を置く国際組織「列国議会同盟」が各
国の下院（日本は衆議院）に占める女性の割合を調
べた結果、日本は 5月1日現在約 8％にとどまり、調
査対象の189カ国中 132 位、先進国の中で最低水準
となっています。
日本女医会会長に選出された山本纊子先生は、こ
の度日本医師会理事に当選されました。日本女医会
から日本医師会理事を送り出すことを長年夢見ており
ました会員にとり、これは快挙です。日本医師会女性
医師支援センターでのご活躍を期待しております。
「白河以北一山百文」と言われ続けてきた東北の地
は、2011年 3月11日、東日本大震災で壊滅的な打撃
を受けました。東北人は、辛抱強くこの試練を受け
入れ、立ち上がろうとしております。新米理事ですが
大海を知りたいと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。

y

新役員のことば
田中優子

このたび栄えある公益社団法人日本女医会の理事
に選出されました事を心より光栄に存じます。4年ぶ
りの理事ですが以前は２期事業部として務めました。
今回は広報部として女医会のお役に立てるよう努力
する所存でございます。
女医会では委員会として長寿社会福祉委員会に配
属されましたが私は三重県で療養型の病院を経営し

ておりますのでその経験を生かして積極的な取り組
みができたらと思います。
数はパワーですが現在女医会は会員数が減ってき

ております。女医会がもっとパワーを持って社会にも
のが言えるようにするためには会員数を増やすことが
必要と思っております。魅力ある女医会となるよう広
報部で会員同士の情報交換のみならず世の中に女医
会の存在を知らせ若い女医さんたちが入会したいよ
うな会にしていきたいと思います。そのためには会議
室で話し合いをしているだけではなく外に飛び出し広
報部として種々のメディアにアピールすることも大事
ではないかと思います。そうして女医会の活動を伝え
会員や世の中の意見もスピーディに取り入れ時代に
そった実践的な業務をする魅力的な会にしたいと思
っております。

y

新理事就任のご挨拶
中川やよい

今年度から歴史ある日本女医会の理事に就かせて
いただきました。眼科開業医の母を子どものころから
見て育ちましたので、女性が生涯を通じて仕事を続
けることを当然と考えておりました。しかし、医局の
先輩や後輩が仕事と家庭の両立に悩む姿を見、結婚
後には自らも同様の体験をしたことで、女性医師支援
や男女共同参画に興味を持ちました。昭和 60年に義
父の診療所を継いで眼科を開業した後は、後輩の女
性医師のために役立ちたいと考えて、平成６年より地
区医師会の理事を経て、14年から大阪府医師会理事
となり日本医師会の女性会員懇談会（16年よりは男
女共同参画委員会と改名）に参画しました。委員会
では男女共同参画について多くを学ぶとともに、全国
の女性医師と親交を深めることができました。また、
20年から22年までは同委員会委員長として貴重な体
験をさせて戴きました。
安倍内閣の成長戦略では、少子高齢化社会の中、

女性の労働力を増やすことを目的に、女性が働くため
の種々の環境整備が進められようとしています。私た
ちはこれをひとつの追い風として、男女共同参画社会
の実現に努力すべきと考えます。しかし、従来からの
男女の性別役割分担の意識は、いまだに大きな壁と
なり、女性の社会進出を阻んでいます。医療界での
障壁はさらに大きいと考えます。真の男女共同参画
社会を実現するためには、まず女性医師が団結して、
自身と社会の意識改革に乗り出すことが重要と考えま
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す。そのために微力を尽くしたいと思いますのでよろ
しくお願いいたします。

y

理事に就任して
花岡和賀子

このたび伝統ある日本女医会の理事に選任されま
した。私は昭和 46年に東京女子医科大学を卒業して
直ちに女子医大第二病院小児科に入局しました。イ
ンターン制度が廃止されて間もない頃の入局でした。
また、同時に日本女医会に入会をしましたので以来
40 余年の会員歴になります。今回、思いがけずその
日本女医会のお手伝いをすることになりまして身の引
き締まる思いです。
東京女子医大第二病院小児科で数年研修した後、

夫の留学のため 3年半ほどアメリカ東部で過ごし、
帰国後、総合病院小児科に 20余年勤務しました。幼
い子ども4人を小学校そして保育園に預けながらの
勤務でせわしかった日々が今でも思い出されます。そ
れから30年を経てもまだ子育てと仕事の両立の難し
さに直面している後輩が多いと聞きます。保育園の待

機児童など、働く女性の環境が整備されていないの
が残念です。また、現在、私は都内の乳児院の施設
長として、家庭で生活できない乳幼児を養育していま
す。被虐待児、保護者の経済的困窮や疾病、若年出
産など種々の理由で入所する乳幼児（0～２歳児）は
東京都内だけでも500 人近くいます。少子高齢化が
急速に進む日本において「社会的養護」が必要な子
どもはむしろ増えているという現状を目の当たりにし
て、何とかして世代間連鎖にならないように、「社会
福祉」、特に女性、子どもの環境改善に取り組んでい
きたいと思っています。また、会員の皆様と共に、微
力ではありますが日本女医会の更なる発展に少しでも
貢献できるよう努力をいたします。どうぞよろしくお
願いを申し上げます。

y

新理事就任のご挨拶
樋渡奈奈子

初めに東日本大震災の折には、被災地であります
宮城県支部に心温まるご支援を賜りましたことに感
謝申し上げます。
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この度は女性医師の育成、社会的地位向上と研鑽
を目的に創設されました歴史と伝統ある日本女医会の
理事に選任され、身の引き締まる思いと同時に責任の
重さを感じております。
先日、第 1回の理事会が開催されましたが、事前

に膨大な資料が配信され（その量にまず圧倒されて
しまいました）、当日は諸先輩理事の先生方の白熱し
た討論がなされましたが、山本纊子会長のリーダー
シップのもと議事はスピーディに進行し、予定終了時
刻の 5分前にはすべて審議されたことに只々感服す
るばかりでした。右も左もわからない新米理事でご
ざいますがより素晴らしいかつ魅力ある女医会を目指
し、先輩理事のご指導を仰ぎ活動して参りたいと存
じます。庶務部配属となりましたので小関温子副会
長の下、馬場安紀子部長のご指導を仰ぎ、一から学
んで参りたいと考えております。会議終了後に小関副
会長より「庶務の仕事は目立たない、縁の下の力持

ちです」と教えて頂き、初めての会務ですが、こつこ
つと務めて参りたいと存じます。また、お一人でも多
くの方に女医会の魅力をお伝えし、入会して頂けれ
ばと考えております。尚、委員会は長寿社会福祉委
員会に所属となりましたので、ご専門の山本纊子委員
長の下、世界に比類のない超高速で少子高齢化の進
む日本でどのような支援が高齢者に可能かを学ばせ
て頂き、支援に繋げていければと考えております。
吉岡弥彌先生をはじめとし数多くの諸先輩の先生

方が御苦労の上に創設された日本女医会は津田喬子
前会長時代の平成 24年 4月に公益社団法人として新
たなスタートを切りました。時代に即した魅力ある活
動を通して女性医師支援をはじめとする、被災地の
女性支援を含めた幅広い女性支援の活動をして参り
たいと存じますので、今後のご指導ご鞭撻の程、宜
しくお願い申し上げます。

   各部の抱負

m

庶務部
　馬場安紀子

会員の皆様、5月に行われました第 59回定時総会
におきまして、理事に再選させていただき誠にありが
とうございます。私は理事２期目となり、昨期に引き
続き小関温子副会長のご指導の下、新理事の中川や
よい理事、花岡和賀子理事、樋渡奈奈子理事を加え
４名で、庶務部を担当させて頂きます。どうぞよろし
くお願いいたします。
庶務部の業務は、日本女医会の運営を支える礎の

部分であり、裏方仕事です。具体的には、毎月の理
事会及び定時総会の開催、議事録作成、司会、各地
でのブロック懇談会の開催など各集会に関する業務
と、名簿の作成、発行、役員選挙、会員増加推進事
業等の会の根幹を支える業務とがあります。さらに、
これらの業務を実際に形にする作業は事務局の働き
であり、そのための書類の検討、確認、指示等、事
務局との迅速かつ円滑な連絡を心がけて参ります。
昨今、女医の人数は増加の一途ですが、我が日本

女医会の会員数は、残念ながら漸減しており、現在
会員数は1415 名となっています。公益社団法人とな
り、以前に増して女医ならびに国民の皆様に資する
有益な事業を推進していくためには、会を支える多く
の会員が必要です。特に、これからの医療を担う若
い会員の増加が望まれます。私たちは、日本女医会
の歴史の中で、先輩女医から多くの事柄を学び受け
継いできましたが、今後も未来永劫、後輩に受け継
いで行っていただきたいものです。そのために、若い
方々のニーズや考え方を把握し、応えられる会になる
よう、頑張らせて頂きたいと思っております。ご要望
ご意見等、お寄せください。
また定時総会、ブロック懇談会は、会員の皆様と
親睦を深める機会ですが、どうぞ皆様におかれまし
ても、各地における女医相互の交わりを深められ、よ
りよい女医の未来に向かって、共に手を携えて参りま
しょう。

m

広報部
田辺晶代

広報部は、前期からの再任理事の田辺晶代が業務
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引き継ぎで部長を務め、新理事の岩﨑惠美子理事（宮
城支部）、鈴木カツ子理事（宮城支部）、田中優子理
事（三重支部）の計４名で運営してまいります。また、
広報部担当副会長には塚田篤子理事が就任致しまし
た。広報部では、年４回の日本女医会誌発行、ホー
ムページによる日本女医会の活動の紹介と会員連絡
を行っております。会誌は各部会、各委員会の活動
内容の紹介と報告、各種講演会報告、理事会議事録、
吉岡弥生賞・荻野吟子賞・学術研究助成・その他の
助成の募集のお知らせと受賞報告の他、会員の先生
方に御執筆いただいている「私と仕事の両立」「復興
の現場から」などの随筆もシリーズで掲載し、盛り沢
山の内容となっております。盛り沢山になりすぎて冊
子が厚くなりすぎないように簡潔で親しみやすい会誌
作成を心がけてまいります。
一方、ホームページは昨今では情報伝達方法とし

て重要な位置を占めるものであります。広報部員はホ
ームページ作成の素人ですのでこれまでなかなかメ
ンテナンスが行き届きませんでした。そこで、昨年度
からホームページ整備を委託する業者を新しくし、よ
り見やすいレイアウト、より迅速な情報掲載に取り組
んでおります。

最後に、これまで会誌作成、ホームページ整備の運
営に必要な資金として医薬品企業の広告掲載に伴う寄
付を募って参りました、しかし、昨今の社会事情から
企業寄付を依頼することが難しくなっております。今
後は、先生方の医院・病院の広告掲載を依頼させてい
ただき寄付を募る案も出ております。具体的なことが
決まりましたら会誌で御案内させていただきますので、
その際には何卒宜しくお願い申し上げます。会誌やホ
ームページが会員同士のコミュニケーションの一助と
なるよう、親しみやすい広報活動を心がけて参る所存
でおります。会誌の内容に関する御要望などがござい
ましたら、随時事務局まで御寄せいただきますよう宜
しく御願い申し上げます（尚、日本女医会誌はホーム
ページでもご覧頂くことができます）。

m

会計部
江畑理佳

今期の会計部は、川村富美子理事、齊藤惠子理事、
矢口有乃理事と私との 4人で務めさせて頂くことにな
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現在の日本女医会は会員数が減少傾向にあり、会
の根幹である会費収入の減少などから厳しい財政状
況にあります。今年度も引き続き、更なる事業の充実
のために、企業の協賛などを促進するよう会計部一
同努力して参る所存でございます。
皆様の益々のご支援、ご協力を頂けますよう何卒

よろしくお願い申し上げます。

m

渉外部
諏訪美智子

日本女医会の外部との窓口である渉外部は

１）　国連NGO国内婦人委員会
２）　国際婦人年連絡会

などの会合に加盟団体の一員として積極的に参加
し女性医師の立場から意見を述べ、活動致します。

m

学術部
前田佳子

大谷智子副会長の下、2度目の学術部部長を仰せ
つかりました。学術部 3期目となり、今期は中田惠久
子理事と2人で担当させていただきます。
学術部の仕事の 2つ柱は、①学術研究助成と②新

しい治療とトピックスです。
● 学術研究助成
（http://jmwa.or.jp/joseikin.html）
学術部の主たる事業は学術研究助成です。平成 24

年度から公益社団法人に移行したため、第 33回か
ら対象者は日本女医会会員から日本に在住する女性
医師となりました。これに伴って審査委員会に外部
委員に加わっていただき、厳正なる審査を経て対象
者を決定し理事会で承認を得ています。現在までの
対象者一覧はホームページ（http://jmwa.or.jp/pdf/
gakujyosei_ichiran.pdf）に掲載されています。また、
過去の学術研究助成対象者の研究成果は、「学術研究
助成対象者の軌跡（http://jmwa.or.jp/kiseki/index.
html）」としてホームページ上に掲載しています。現
在 36名の対象者の軌跡が掲載されています。これに
より、学術研究助成を介した日本女医会の社会への

貢献を広報しています。
● 新しい治療とトピックス
（http://jmwa.or.jp/topics/index.html）
平成 21年度に学術講演研修会に代わる研修ページ

として「新薬トピックス」を開始しました。平成 23
年度からは薬物療法以外の治療法や医学・医療分野
のトピックスについても掲載することとし、「新しい
治療とトピックス」に改題して運営しています。各分
野の専門家にご執筆いただいて掲載しています。
これらに加えて、今年度から新しく溝口昌子賞の運
営をすることとなりました。日本女医会の会員であり
聖マリアンナ医科大学皮膚科名誉教授であった溝口
昌子先生の志を継ぐ女性医師のためにと日本女医会
にご寄付をいただきましたので、ご遺志を尊重すべく
「溝口昌子賞」を設立して運営していくことが理事会
で承認されました。
学術部の活動に今後とも皆様のご協力、ご支援を
宜しくお願いいたします。

m

事業部
津田喬子

　平成 26 年度の事業部は宮㟢千惠理事、吉馴茂子
理事と津田の 3名体制で発足しました。事業部担当
の主な公益事業には荻野吟子賞募集、提言論文募集、
公開講演会・公開講座開催助成があります。荻野吟
子賞は女性として初めて公に医師の資格を与えられ
た荻野吟子の偉業を称えて設立された賞で、独自の
活躍をもって女性の地位向上や市井の医療に著しい
貢献をした女性医師に与えられます。会員の皆様か
らのご推薦を是非お願い致します。
提言論文募集では毎年テーマを決めて募集します。

選定された提言に込められた新たな希望や期待をこ
れからの女医会活動に役立てたいと考えています。
これらの表彰や公開講演会・公開講座開催の維持や
新たな公益事業の推進には、会費や公的資金はもと
より寄附は大変に重要となります。前年度の事業部に
よって設立した寄附受け入れ制度の充実にも努力し
たいと考えています。会員の皆様のご支援を宜しくお
願い申しあげます。
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公益社団法人日本女医会
第 59回定時総会議事録

平成 26 年 5 月 18 日（日） 午前 11 時
00 分より、京王プラザホテル （東京
都新宿区西新宿 2-2-1）において、第
59 回定時総会が開催された。

開会の辞
澤口彰子副会長より、開会の辞が

述べられた。
司会の川村富美子理事より平成 26

年 3 月 31 日現在の会員総数 1,427 名
に対し、出席者数 258 名、記名委任
者数 1,072 名、合計 1,330 名であり、
公益社団法人日本女医会定款第 18
条、第 19 条の規定により、会員総数
の 3 分の 2 以上の出席があることか
ら本総会は適法に成立している旨が
確認され、開会を宣した。

黙祷
平成 25 年度中に物故された会員

17 名の方々の冥福を祈り、黙祷を捧
げた。

会長挨拶
津田喬子会長より、議案の審議に

先立ち挨拶があった。

報告
1）‌�対馬ルリ子副会長より、配布資料

｢ 平成 25 年度会務報告 ｣ に基づ
き会員動静、及び平成 25 年度に
行われた事業について報告があっ
た。 

2）‌�ナショナルコーディネータの矢口
有乃理事より、平成 25 年 7 月 31
日から 8 月 3 日まで、韓国・ソウ
ルに於いて開催された第 29 回国
際女医会についての報告があった
ほか、第 30 回については、平成
28 年にウィーンに於いて開催され
る旨報告があった。その他、平成
25 年 10 月の WHO 西太平洋地域
会議に、国際女医会の代表として
参加した旨報告があった。

以上の報告につき、司会者が質問、

意見を求めたところ質問が挙がらな
かったので、議長団の選出に移った。

議長団選出
慣例により、会長一任で議長団に

野崎京子会員、佐々木綾子会員、議
事録署名人に河野直子会員、小泉ひ
ろみ会員が指名され拍手多数で、異
議なく選出された。議長団は、議長
席に着席した。

平成 26年度役員選出
　大坪公子選挙管理委員長から、平
成 26 年度役員選出の投票について説
明があり、理事選出については、立
候補者が定員を上回っているため選
挙を行い、上位 25 名を当選とするこ
と、また監事選出については立候補
者が定員を満たしているため選挙は
行われない旨発表があった。

以上につき議長が質問を求めたと
ころ、以下の質疑応答があった。

質‌�問：監事の候補者が定数の 2 名以
内ということであっても、候補者
を監事として認めるか認めないか
という投票をしなくてもよいのか。
回‌�答：総会での承認は、理事、監事

とも選出されてからということに
なっている。
質‌�問：選挙は無記名投票となってい

るが、配布された投票用紙に番号
が振ってある。投票した人物が特
定されてしまうのではないか。
事‌�務局回答：番号は、来場者数と投

票用紙の残数を確認するためと、
偽造防止の意味で振っている。投
票用紙の番号はランダムに配布し
ているので、事実上特定は不可能
である。
質‌�問：選挙終了後、その投票用紙は

どうするのか。
事‌�務局回答：5 年間、事務局で保管

することになっている。

以上の質疑応答の後、投票が開始
された。来場者全員の投票を見届け
た後、大坪選挙管理委員長より、投
票の終了が宣言された。その後、会

場後方に於いて開票作業が開始され、
議事の進行が再開された。

議事
【第 1号議案】　定款変更の件

津田会長より定款変更に関する経
緯の説明があり、その後対馬ルリ子
副会長より、配布資料に基づき定款
の改訂箇所の説明が行われた。

議長は第 1 号議案「定款変更の件」
につき質問、意見を求めたところ以
下の質疑応答があった。
質‌�問：次年度の事業計画と予算を理

事会で決定して、総会で説明をす
るということを定款に明記してい
なくてもよいのか。
回‌�答：内閣府からの判断で報告する

ことを定款に入れる必要はないと
なっているので、とくに記載はし
ないが、総会では毎年報告を行う。
質‌�問：第 4 章第 18 条の会員の資格

喪失についての可決には、アメリ
カのロバート議事法などでは 3 分
の 2 の賛成が必要となっているが、
本会では 2 分の 1 でよいのか。
回‌�答：本件については、内閣府から

2 分の 1 という指導が入っている。
質‌�問：第 3 章第 11 条の改訂で、「学

生会員が卒業したとき」に学生会
員資格を喪失するとあるが、例え
ば退学などの場合も入れなくては
ならないのではないか。
回‌�答：学生の資格を喪失したときと

いう表現のほうが適切であるかと
思われるので、卒業、退学等も含
めて「学生の資格を喪失したとき」
に変更する。
質‌�問：第 4 章第 13 条の「総会はす

べての正会員及び特別会員をもっ
て構成する」とあるが、総会の出
席者と委任状数において、正会員、
特別会員の内訳はどのように捉え
ればよいのか。
回‌�答：正会員と特別会員をもって本

会の社員ということになっている
ので、正会員、特別会員それぞれ
に人数を把握するという必要はな
いと認識している。
質‌�問：第 4 章第 19 条の書面決議につ

いて。総会での議決権の代理行使
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ということで、委任状だけでなく
書面による意思表明を採用し、す
べての会員からの議決を採用する
必要があるのではないか。
回‌�答：本件については理事会でも検

討されたが、作業のボリュームか
らいって現実的には不可能ではな
いかという結論に達しており、内
閣府からも慣例通りで問題ないと
いうお話を頂いている。
質‌�問：役員定数の改訂で「理事 12

名以上 22 名以内」となっているが、
これは今回の役員改選ではなく平
成 28 年度以降の選挙に適用される
ということでよいのか。
回‌�答：ご指摘の通り、本総会で承認

されたものを、内閣府に申請する
ため、今回の改訂は 2 年後から適
用される。
質‌�問：第 4 章第 14 条の（３）にある

事業年度というのは、4 月から翌
年の 3 月末日までの 1 年間という
ことでよいのか。事業計画と予算
案を 3 月末までに内閣府に提出し
なくてはならないということは、翌
月の 4 月から始まることを、3 月末
に理事会だけで決定、承認すると
いうことになるのか。
回‌�答：理事会主導という意図は決し

てないのだが、事業計画と予算案
を総会で決定、承認後に内閣府に
提出となると、総会を年 2 回開催
しなくてはならなくなり、これは非
常に困難である。実際に、平成 24
年度、25 年度は現行の定款には反
する方法で行われており、早急に
改訂の必要がある。
長‌�岡公認会計士：事業計画と予算案

は、3 月 31 日までに内閣府に提出
をしなければならいことになって
おり、定款上、この計画と案が総
会で承認されていなければならな
いとすると、3 月 31 日前に総会を
開催しなくてはならない。

‌� 　6 月末日までに提出する決算と
事業報告については、法律上も必
ず総会の承認が必要となっている
ので本総会で承認して頂くことに
なるが、事業計画と予算案に関し
ては、法律上はとくに総会での承

認が必要となっておらず、あくま
でも法人が内部規程で定めること
になる。
質‌�問：その場合、3 月に提出した事

業計画と予算案を修正して再提出
することは可能なのか。
長‌�岡公認会計士：提出後の修正につ

いては、内閣府には提出義務はな
いので、その後のことに関しては
内部管理上の問題で判断すること
になる。
回‌�答：今回の改訂は、会運営を法的

に反さないよう行うものなので、
総会の意志を無視するといった意
向のものではないことをご理解頂
きたい。予算、事業に関するご提
案は次年度以降も反映させていく
所存である。
質‌�問：事業計画、予算案を提出した

後であっても、運用の修正提案に
関しては、当該年度中に反映でき
るよう規程等で定めることはでき
ないのか。
回‌�答：運用に関しては多少の変更は

可能だと思われる。今後も長岡公
認会計士と相談のもと運営をして
いく所存である。

以上の質疑応答の後、議長は第 1
号議案について採決に入った。賛成
者の挙手を求めたところ、挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。議長は以上
の結果、第 1 号議案は原案の通り承
認可決した旨を述べた。
【第 2号議案】  平成 25 年度事業報
告等の報告の件
　澤口副会長より配布資料「平成 25
年度事業報告」に基づき説明が行わ
れた。 
　議長は、第 2 号議案について質問
がなかったため採決に入った。賛成
者の挙手を求めたところ、挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。議長は以上
の結果、第 2 号議案は原案の通り承
認可決した旨を述べた。

【第 3号議案】　平成 25年度貸借対
照表及び正味財産増減計算書の承認
の件
　塚田理事より配布資料「収支計算

書」に基づき説明があった。その後、
濱田理事より「貸借対照表」「正味財
産増減計算書」に基づき説明があっ
た。

【会計監査報告】              
　松井監事より、平成 26 年 4 月 19
日に慎重かつ厳正な会計監査を実施
し、その結果、適法かつ正確である
ことを確認した旨が報告された。
　議長は第 3 号議案「平成 25 年度
貸借対照表及び正味財産増減計算書
の承認の件」につき質問、意見を求
めたところ以下の質疑応答があった。

質‌�問：前受金の中に、東日本大震災
の義捐金が約 400 万円あるという
ことだが、昨年度の事業報告の中
には震災関連の事業が見受けられ
ない。実際は、この 400 万円を今
後どのように使う予定なのか。
回‌�答：会員からの寄附であるこの 400

万円に関しては、被災年度に被災
地各所にお渡ししたほか、無線機
を購入した。その後、岩手県内の
子どもたちがオーストラリアに行く
ための費用として使わせて頂いた。
現在、理事会では皆様のご意志を
どのような形で伝えるかについて
検討をしており、次回以降の理事
会でも鋭意検討していく所存であ
る。
質‌�問：可能であれば平成 26 年度の事

業計画の中に、何等かの活動に関
する文言をいれてはどうか。
回‌�答：今年度の予定としては、日豪

ジュニアプロジェクトへの寄付金
50 万 420 円があることを付言する。

　以上の質疑応答の後、議長は第 3
号議案について採決に入った。賛成
者の挙手を求めたところ、挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。議長は以上
の結果、第 3 号議案は原案の通り承
認可決した旨を述べた。

【第 4号議案】　平成 26年度事業計
画の承認の件

澤口彰子副会長より配布資料 ｢ 平
成 25 年度事業計画 ｣ に基づき説明
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があった。
■研究助成
●第 35回学術研究助成
1. ‌�平成 26 年 4 月末発行予定の機関

紙及び当会ホームページ等で一般
に広報して募集する。

2. ‌�平成 27 年 2 月に 7 名からなる選考
委員会において審査し、助成者を
決定する。

3. ‌�助成件数は 3 件程度。研究助成金
額は、1 件につき 30 万円。
●‌�女性医師支援シンポジウム及び
キャリア形成支援の普及啓発事業

1. ‌�第 7 回キャリア・シンポジウム報
告書を作成、配布する。

2. ‌�第 8 回キャリア・シンポジウムを、
平成26年10月頃に開催予定。医師、
医学生、医療関係者を含む一般公
開で開催する。
●日本女医会吉岡弥生賞

学術及び科学技術の振興を目的と
する事業として医学に貢献した者、
社会に貢献した者に賞を授与する。
機関紙及び当会ホームページ等で一
般に広報して募集し、翌年 2 月に 7
名からなる選考委員会において審査
し、受賞者を決定する。各１名選出
し副賞として1名20万円を贈呈する。
●‌�高齢者及び障害者への医療的ケア
研修事業　
医療や介護の担い手と受け手の一

般人を対象に高齢者の医療や介護に
対する意識調査、慢性期医療や在宅
介護における問題点の調査を実施し、
さらに問題の解決に向けての対策な
どを考える講演会を開催する。
1. ‌�高齢者医療、介護に関する講演会

を、本年度秋に開催の予定。（開催
地未定）

2. アンケート調査実施
3. ‌�DVD「たんの吸引を安全に行うた

めに」販売
●‌�全国公募等による公開講演会

公衆衛生の向上に寄与するため、
女性医師が主体となって企画する公
益性の高い医療、医学に貢献する公
開講演会や公開講座の開催に対して
助成を行う。
1. ‌�当会ホームページにて募集し、平

成 26 年 7 月 1 日に該当公開講座を

発表する。一件の助成金額を 10 万
円とする。

2. ‌�当該会員等の地域で講演会を開催
する公開講座に対しても、理事会
にて協議し決定する。一件 5 万～
10 万円予定。

3. ‌�女性医師にかかわる社会的問題に
ついての提言を募集する。当会機
関紙及びホームページにて夏頃募
集を開始し、平成 27 年 2 月に 7 名
からなる選考委員会において審査
し、受賞者を決定する。3 名以内
選出し副賞として 1 名 2 万円を贈
呈する。
●日本女医会荻野吟子賞

女性として初めて公の医師の資格
を与えられた荻野吟子の偉業を称え、
その名を永久に伝えるために制定さ
れた賞として機関紙及び当会ホーム
ページ等で一般に広報して募集。平
成 27 年 2 月に 7 名からなる選考委員
会において審査し、受賞者を決定す
る。毎年 5 月の定時総会において授
与式を行うが、2 名程度選出し副賞
として 1 名 5 万円を贈呈する。
●国際女医会活動
1. ‌�2015 年第 11 回国際女医会議西太

平洋地域会議（平成 27 年 4 月）に
向けての準備

2. 国際女医会本部からの情報伝達
3. ‌�当会の活動状況を国際女医会本部

へ報告
●ブロック懇談会
　今年度は開催地未定
● ‌�MsACT（医学生及び若手医師対
象支援活動）

1. ‌�医学生同士の話合いの場としての
MsACT meeting を開催予定。

2. ‌�女子医学生を対象とした英語セミ
ナーを開催。（開催時期未定）
●‌�十代の性の健康支援ネットワーク
事業

1. ‌�北海道、岩手、岡山、岐阜（東海
地区）、東京、沖縄等にて講演会を
開き、機関紙や当会ホームページ
で公開し、広く成果を発信してい
く。（開催地、日程未定）
●小児救急事業
1. ‌�マニュアル本「どうしよう…子ど

もの救急」（日本語版・英語版）の

販売及び配布
2. ‌�保育園や関係団体からの依頼に基

づき、マニュアル本を資料として
講演会を開催する予定。
●庶務部
1．諸会議（理事会、総会等）の運営
2．会員増加推進への努力
●学術部
1．会員の学術向上に貢献する活動
2．‌�ホームページ『新しい治療とトピッ

クス』の更新
●事業部
1．災害、緊急時行動
2．‌�日本医学会分科会の女性部会・男

女共同参画部門との連携事業
3．医学部学園祭　ポスター展示
●渉外部
1．国際婦人年連絡会への参加
2．国連 NGO 国内婦人委員会の活動
3．‌�内閣府男女共同参画連携会議へ

の参加
4．‌�厚生労働省健やか親子 21 推進協

議会への参加と活動
5．国外女医会との交流
6．国内外医療関係団体との交流　　
●広報部
1．機関誌の発行
2．ホームページの更新と活用
●ナショナルコーディネータ
1．‌�2015 年第 11 回国際女医会議西太

平洋地域会議（平成 27 年 4 月）
に向けての準備

2．国際女医会本部からの情報伝達
3．‌�日本女医会の活動状況を国際女医

会本部で報告（ＮＣ）
　議長は、第 4 号議案について質問
がなかったため採決に入った。賛成
者の挙手を求めたところ、挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。議長は以上
の結果、第 4 号議案は原案の通り承
認可決した旨を述べ、平成 26 年度事
業計画案は承認された。

【第 5号議案】平成 26 年度予算の
承認の件
　横須賀麗子理事より、配布資料「平
成 26 年度予算書」に基づき説明が
行われた。

議長は、第 5 号議案につき質問等
がなかったため採決に入り、賛成者
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の挙手を求めたところ挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。

議長は以上の結果、第 5 号議案は
原案のとおり承認可決した旨を述べ、
平成 26 年度予算は承認された。

【第 6号議案】次期及び次々期総会
開催地に関する件
　津田会長より、次期総会は、群馬
支部の協力を得て高崎市において開
催、次々期については、現在検討中
である旨が述べられた。

議長は第 6 号議案につき質問等が
なかったため採決に入り、賛成者の
挙手を求めたところ挙手多数（2 分
の 1 以上）と認めた。

議長は以上の結果、第 6 号議案は
原案のとおり承認可決した旨を述べ、
時期および次々期開催地に関する件
は承認された。
　その後、第 7 号議案の「役員改選
の件」につき大坪選挙管理委員長に
確認をしたところ、開票作業が続行
中であるとの報告を受けて、議長は
一旦休憩を挟む旨を述べ、午後 1 時
20 分までの休憩に入った。

（午後 1 時 32 分再開）

津田会長から開票が引き続き行わ
れている旨報告があり、第 7 号議案
の前に表彰を行うことが提案され、
拍手で承認された。

表彰
１）吉岡弥生賞受賞者
医学に貢献した女性医師の部門
市田蕗子（富山大学医学部小児科准
教授・診療教授）
２）学術研究助成受賞者
小川葉子（慶應義塾大学医学部・特
任准教授）
岡野純子（滋賀医科大学医学部准教
授）
３）第 3 回提言論文受賞者
小比賀美香子（岡山大学病院卒後臨
床研修センター医科研修副部門長）
林　慧（東京大学医学部医学科 4 年）

【第７号議案】　役員改選の件
当選者 25 名にマークが付けられた

ホワイトボードが会場正面に掲示さ
れ、大坪選挙管理委員長より、投票
総数は 256 票、有効投票数 255 票、
無効 1 票により以下の通り理事選挙
当選者が決定したことが発表された。
理‌�事
諏訪美智子、前田佳子、岩㟢惠美子、
澤口聡子、中川やよい、宮﨑千惠、	
花岡和賀子、津田喬子、馬場安紀子、
大谷智子、福下公子、小関温子、	
川村富美子、田中優子、塚田篤子、	
中田惠久子、吉馴茂子、齊藤惠子、	
鈴木カツ子、藤川眞理子、矢口有乃、
山本纊子、江畑理佳、田辺晶代、	
樋渡奈奈子
監事　
松井比呂美、山崎トヨ

議長は第 7 号議案「役員改選」に
より、選出された理事の承認につい
て挙手を求めたところ挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。

以上の結果、上記の平成 26 年度
選出の役員が承認された。
理事定数について
　その後、議長から津田会長の緊急
の発言がある旨が発表された。

津‌�田会長：第 1 号議案について、理
事定数 12 名以上 22 名以内という
事項が平成 28 年度以降の選挙か
ら適用されると述べたが、先ほど
長岡公認会計士より、本日承認さ
れた改訂定款が施行された時点で
理事が 25 名いることは、定款違反
となるという指摘があった。その
ため、改訂定款においても理事定
数を 12 名以上 25 名以内と据え置
くことをご承認頂きたい。

　‌�　但し、平成 28 年度以降の選挙
では、会の体力なども鑑み 22 名以
内とすることを規程で定めるとい
う方法を取りたいと考えている。

以上の発言に対し、議長は質問等
がなかったため採決に入り、賛成者
の挙手を求めたところ挙手多数（2
分の 1 以上）と認めた。

議長は以上の結果、津田会長の緊
急発言による提案が承認可決した旨

を述べた。
その後、議長が本日の審議全般に

ついて意見、質問を求めたところ、
都下東支部の小川昭子会員より以下
の発言があった。
小‌�川会員：平成 23 年 4 月に発行さ

れた日本女医会誌 206 号において、
日本女医会元副会長であった姉で
ある、故野澤良美についての文を
掲載して頂いたが、その際に寄稿
した原稿の最初の 4 分の 1 が削除
されており、大変に遺憾であった。
今後、会誌の編集にあたり、ペー
ジ数の関係で文字数を削減するよ
うな場合は、執筆者に告知するな
どの措置をとって頂きたい。

‌� 　これに対し、津田会長が謝罪の
意を述べた。

議長は以上を以って第 59 回定時総
会の議案の全ての審議が終了した旨
を述べ、議長団は降壇した。

会長、副会長の選出
総会により承認された理事は、別

室へ移動し会長、副会長の選出が行
われた。公益社団法人日本女医会定
款第 5 章第 22 条により、新役員の互
選の結果、会長、副会長が選出され、
理事によって承認された。

会　長　山本纊子
副会長　�大谷智子、小関温子、	

塚田篤子

特別講演会
午後 2 時 30 分より、第 59 回定時

総会特別講演会として総合研究大学
院大学教授 長谷川眞理子氏による講
演が開催された。
会長、副会長の発表

講演会終了後、大坪公子選挙管理
委員長より平成 26 年度の会長、及び
副会長の氏名が発表された。

閉会の辞
小関温子副会長が、閉会の言葉を

述べ閉会を宣した。

� 午後 4 時 00 分閉会
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第 17回

ブロック懇談会
庶務理事　川村富美子

前年度、第 17回ブロック懇談会は高原理事のお骨
折りで、3月15日（土）、本部理事 16 名、日本女医
会富山支部 8名、研修医 5名、医学生 5名の参加で
富山国際会議場にて開かれました。
富山県医師会長の馬場大助様のご挨拶から会は始

まり、先ず津田会長から110 年にわたる女医会の歴
史と活動の紹介、次いで副会長、澤口先生から事業
紹介が行われました。
富山の先生方からは、女性医師支援、活動の話が

あり、富山県医師会副会長の村上先生からは、日本
医師会と共に男女共同参画事業を行っているという
お話、大学からは准教授の市田先生から女性医師の
働きやすい環境を作る為、院内に保育所を設置して
病児保育も受け入れているというお話には、深く感銘
いたしました。

講演会は副会長の対馬先生による「体と心のアン
チエイジング」というテーマで女性の平均年齢が延
びたので、生理の生涯回数も増え、体に負担がかか
り、閉経後の不調や女性特有の疾患が起こっている
ので、低用量ピルをうまく利用することも必要とい
うお話と、男性女性はホルモンが違うから性差医学、
女性の健康支援の政策を国に訴えていく必要性があ
るというお話でした。
終了後、富山の先生方のご厚意で、昔ながらの和
建築で風情のある「松月」にお招きいただきました。
そこで、沢山のお料理と名物の白海老の天ぷらに
舌鼓を打ちながら、富山支部長の藤巻篤子先生のお
歌を聴かせていただき、本当に楽しいひと時を過ごさ
せていただきました。富山の先生方のおもてなし、心
より感謝いたします。
時間の都合で観光が出来なかったのが心残りでし

たが、また、うかがえる時を楽しみに帰京いたしまし
た。
本当にありがとうございました。

� （広報部注：役職名は開催当時のものです）
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渉外部報告

JIIAフォーラム参加報告
宮﨑千惠

平成 26年 4月8日（火）に、東京霞が関三井ビル
で開催されたThe Japan Institute of International 
Affairs（JIIA）フォーラムの講演会に、（公社）日本
女医会渉外部長として参加しました。国際人権NGO
ヒューマン・ライツ・ウォッチ女性局長のゲルントホル
ツ氏の熱心な講演に感銘を受けましたので、その一部
をご紹介いたします。その主な内容は、南アフリカな
どで女性の人権保護に関わる深刻な問題に直面してお
り、それについて世界の人達、特に日本の人達にも是
非支援してもらいたいというものでした。
1）‌�12 歳以下の児童婚が日常的行われており、これに
よって起こる二次的深刻な問題、即ち未熟婚→死
産→母体死亡、避妊の知識の欠落→妊娠、性感染
症の蔓延など（児童婚：21％、その内 33％が 15
歳以下）。

2）‌�妊産婦の医療、衛生管理教育の欠如により、多く
の妊婦死亡、早産、死産が多発している。

3）‌�レイプや、夫婦間の性的虐待に対し、男性側の罪
の意識が欠如し、こうした犯罪には法律による罰
則が定められておらず、女性の基本的人権は全く
守られないため、悲惨な状況にある。
特に最近はシリア紛争により、レバノン、トルコ、

ヨルダンに100 万人の難民がキャンプ生活を強いら
れており、性的虐待など女性の基本的人権が損なわ
れ、大きな問題となっている。こうした状況を世界各
国、特に先進国である日本の各団体の皆様に強く訴
え、公的立場でこの問題を早く解決するように、外か
ら働きかけてほしい。
講演終了後、２～３の質問が許され、私は一産婦

人科医師としての立場で、
「2006 年に美智子皇后陛下にご臨席を賜り、東京で
開催された第 26回国際女医会議において、当時国連
高等弁務官であった緒方貞子女史の基調講演『人間
の安全保障と保健医療』の中で、まさに今、ゲルント
ホルツさんの講演内容と同様のアフガンの実状を話さ
れ、世界の女性医師に対し、“難民たちの母親へ、自
分や子供たちの衛生面や身体の健康についての教育
などに関して、是非協力してほしい”と強いメッセー
ジを投げかけられたのを思い出します。今のお話を聞
いて、私は産婦人科医師として、現地の女性たちに、

避妊の知識や、妊娠管理の教育、性暴力がその後の
女性の健康に及ぼす被害などの啓発活動をお手伝い
することはできると思いますが、実際どのようにした
らご協力できますか。」と質問をしましたところ、ゲ
ルントホルツ女史は、「こうした医療教育支援を、日
本の医師の方々に是非お願いしたい」と答えられまし
た。また司会を務めるケンブリッジ大学客員教授の山
中曄子女史からは、「その実現に向けてのお手伝いを、
外務省などと連携して是非行いたい」と力強いお言
葉を頂きました。
また、矢口理事からの「アフリカはHIV陽性者が
多いが、社会や学校での偏見や差別に対してどのよ
うな対策を講じていますか」という質問には、「HIV
陽性者は、当たり前のように周囲にいて、市民もどの
ようにしたら感染しないかは周知しているので特別な
扱いはむしろありません。以前には、マンデラ首相が、
‘HIV POSITIVE’というスローガンが胸に書いてあ
るTシャツを着て、差別廃止運動をしたことも効果
あったと思います。」との返答でした。
今回のフォーラムを通じて、日本女医会などが率先

して、日本の女性医師の代表として、先進国である日
本全体の医師団として、こうした人権擁護後進国に
何らかの援助・協力に向けて働きかけていかなけれ
ばならないと、強く感じました。

●リーズル・ゲルントホルツ氏
ヒューマン・ライツ・ウォッチの女性の権利
局局長。アフリカにおける女性の人権の専門
家で、アフリカ南部での女性に対する暴力と
HIB／ AIDSについて広範に活動、執筆を続
けている。

ゆいネット（十代の性の健康支援ネットワーク事業）報告

ゆいネット東京連絡会
� ゆいネット委員　対馬ルリ子

2008 年より全国各地で連絡協議会を開催してきた
ゆいネット（十代の性の健康支援ネットワーク事業）
ですが、これまでは、年に１度、東京で各地の活動
報告会を開催するのみで、東京地区あるいは関東地
域の連絡会を開いたことはありませんでした。 
2013 年のゆいネット会議で、今年度はゆいネット

東京とゆいネット沖縄の立ち上げを決めておりました
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ので、6月13日の金曜日に、千代田区平河町の都市
会館地下会議室で、第一回ゆいネット東京連絡会を
開催いたしましたのでご報告します。
東京都、神奈川県、埼玉県、栃木県、茨城県から集

まった、性教育あるいは思春期の性の健康相談、性暴
力被害者支援を行っているメンバー19名が、ラウンド
テーブルで関東地域の活動について話し合いました。
会長挨拶（代読）、日本産婦人科学会理事、Ｗｅ！

富山の種部恭子先生の基調講演「若年妊娠とその背
景～暴力・貧困・望まない妊娠の世代間連鎖～」の
あと、文科省スポーツ青少年局の松永夏来さんよりわ
が国の学校性教育に関するご説明、DV被害者支援
をしているNPO法人アーシャ代表の野原沙希さんよ
りDVとはなにかについて、ボンドプロジェクトの橘

ジュンさんから若い女性が日常的に受けている性暴
力の実態についての報告があり、その後、参加者全
員からそれぞれの活動紹介と今後のゆいネット活動
に対する期待のご発言をいただきました。
当日は、フジテレビ「とくダネ！」の取材のかたも
参加され、この活動に関して、多くの関係諸機関から
期待されていることがわかりましたので、来年の再会
を皆様にお約束し、今回の会議を閉じましたことをご
報告いたします。
ちなみに、ゆいネット沖縄は、10月 25日（土）午
後、沖縄県男女共同参画センターで、（公財）おきな
わ女性財団との共催で第一回講演会が開かれますの
で、会員の先生方は、どうぞよろしくご参加、ご協力
をお願い申しあげます。 

ナ シ ョ ナ ル コ ー デ ィ ネ ー タ 報 告

第 64 回WHO
西太平洋地域会議に

出席して
ナショナルコーディネータ　矢口有乃

平成 25年 10月 21日から25日まで、フィリピンの
首都マニラで開催された第 64回WHO西太平洋地域
会議に出席いたしました。台風 30号「ハイヤン」襲
来の 2週間前のことです。
西太平洋地域に属する27カ国の政府代表団と国際
NGOの 21団体代表者、他の国際連合団体からの代
表者等、約 200 名の出席者でした。今回は、サモア
独立国の厚生大臣が議長に、副議長にはモンゴル国
の厚生大臣、議事録確認者は、英語圏からニュージ
ーランド、フランス語圏からはニューカレドニアの大
臣がそれぞれ選出されました。WHO事務局長のマ
ーガレット・チャン氏の冒頭演説では、全世界のポリ
オ撲滅、HIV感染症の流行予防と治療、結核やマラ
リア感染対策から始まり、禁煙プロジェクトなど、現
在のWHOの使命と課題、対策立案が話されました。
特に、Noncommunicable diseases (NCDs) について
は、この西太平洋地域では、15年前には、問題に挙
げられていなかったが、太平洋諸島でも生活様式が
変化し、糖尿病罹病率の増加や、女性労働者が増加

することは良いことである一方で、家庭内での食事が
減り、junk food が増え、ストレス解消に女性の喫煙
率やアルコール摂取率の増加が、NCDsの要因とな
っている現状が話されました。その他、高齢者の健
康管理、自然災害に対する行動指針のシステム化な
ども、西太平洋地域特有の課題であることが指摘さ
れました。今回で、西太平洋地域事務局長の任期が
終了となるため、新地域事務局長の選挙が行われま
したが、前任者のシン・ヤンスー氏が再任となりまし
た。5日間に亘り、各課題に対する各国の政策や行動
指針、その成果が発表されましたが、中でも喫煙プ
ロジェクトとNCDsについては、長時間割かれ、重
要課題であることが認識されました。初日の西太平
洋地域事務局長主催の夕食会では、各国政府代表者
の歌や踊りが披露されました。マーガレット・チャン
事務局長とシン・ヤンスー氏のデュエットの歌と踊り
もあり、お二人の歌唱力も素晴しく一世一代ともささ
やかれた良き思い出となりました。第 3日目のフィリ
ピン政府主催のレセプションは、フィリピンで富裕層
が集まるマカティ市内のアヤラ博物館を借り切って、
展示の見学とパーティが行われました。フィリピンの
スペイン、米国、日本の支配時代の歴史を学べる博
物館でありました。会議中、social event を通じて、
他国や他のNGOの代表者と話すたびに、この西太平
洋地域においての、公衆衛生、健康、災害対策をは
じめ日本のリーダーシップの期待と使命を感じさせら
れました。
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公益社団法人日本女医会

（（（理事会議事録）））
平成25年度第9回理事会議事録

１．‌�日時　‌�平成 26 年 3 月16 日（日）
14 時 00 分～15 時 30 分

２．場所　日本女医会会議室
３．出欠席者
１）出席者
理事
津田喬子 小関温子 澤口彰子
対馬ルリ子 大谷智子 川村富美子
古賀詔子 齊藤惠子 諏訪美智子
高原照美 田辺晶代 塚田篤子
中田惠久子 馬場安紀子 濱田啓子
藤川眞理子 前田佳子 宮﨑千惠
山本纊子 横須賀麗子 吉馴茂子

監事
松井ひろみ 山崎トヨ
２）欠席者
理事
宮本治子 矢口有乃

●継続審議事項
１．第 59回定時総会について
� （川村理事）
１）スケジュールについて
・‌�総会当日のスケジュールと各理事の

役割分担が検討され、承認された。
� ＜承認＞
２）写真撮影について
・‌�写真撮影については、総会での役員

選挙の有無による時間的な問題を考
慮し、継続審議となった。� ＜継続＞

３）配布資料について
・‌�津田会長より、総会で検討される定

款変更に関する資料について説明が
あり、会誌 218 号に封入することが
承認された。� ＜承認＞

４）総会案内文について
・‌�総会案内（3 月 20 日頃発送予定）に

ついて庶務部より説明があり、内容
が承認された。� ＜承認＞

・‌�懇親会の案内については、東京都支
部連合会に確認をする。
２．‌�「日本女医会吉岡弥生賞」規程につ
いて� （澤口理事）＜継続＞

　澤口副会長より、以下の変更が提案
され承認された。
・‌�「吉岡弥生賞規程」（改訂案）第 2 条（対

象）の「医学に貢献した女性医師又

は団体」及び「社会に貢献した女性
医師又は団体」の「団体」を削除する。

・‌�同改訂案第 3 条は、「同賞を受賞した
ことのある者、荻野吟子賞を受賞し
たことのある者は、推薦を受けるこ
とはできない」とし、学術研究助成
との重複に関する部分を削除する。

・‌�同改定案第 6 条（審査対象）「査読の
ある欧文の医学雑誌に掲載された論
文全文を 5 編以上、およびその他査
読のある国内外の医学雑誌に掲載さ
れた論文の標題、応募者の名前、抄
録を提出。国内外での学会等での多
数の特別講演、あるいは招聘講演、
国際貢献に対する受賞、また国内外
の医療活動、男女共同参画事業・女
性医師育成等における諸業績等を審
査対象とする。」に変更。

・‌�同改定案第 7 条（候補者の推薦）「推
薦者は医学に貢献した女性医師、社
会に貢献した女性医師のいずれかを
申請書に明記する。」に変更。

・‌�同改定案第 8 条（応募方法）「所定の
申込書」を「所定の申請書」に変更。

　以上の改訂を盛り込んだ改訂案を、
再度澤口副会長が次回の理事会に提出
し最終決定することとなった。
３．「荻野吟子賞」規程について
� （吉馴理事）＜継続＞
・‌�吉馴理事より改訂案に基づいて説明

があり、第 3 条の（資格）を削除し、「日
本女医会荻野吟子賞受賞者は、日本
女医会吉岡弥生賞、並びに日本女医
会荻野吟子賞の推薦を受けることは
できない」とすることが提案された。

・‌�第 6 条の「申込書」を「申請書」とする。
・‌�上記の訂正を盛り込んだ上、吉岡弥

生賞規程との整合性を取った訂正案
を、次回理事会において検討するこ
ととなった。
４．‌�刑務所のあり方委員会への協力につ
いて� （津田会長）＜継続＞

・‌�各理事に女子刑務所のある地域在住
の会員に働きかける等の具体的なア
クションをとるよう要請があった。
５．役員旅費規程について
� （濱田理事）＜承認＞
・‌�理事交通費の支給額の削減について

提案があり、採決の結果各理事の交
通費は、各理事が 1 回につき 1 万円
までを自己負担とすることに決定し
た。また、委員会交通費に関する規
程は、総会後に検討することとなっ

た。
６．‌�東日本大震災被災地への継続的支
援について� （津田会長）＜継続＞

・‌�各理事に対し、東日本大震災義捐金
の活用について提案を募る発言があ
り、今後の理事会において検討する
こととなった。

●審議事項
１．役員の委員会への所属について
� （小関副会長）
・‌�委員会に未加入の理事に対し、委員

会に参加をするよう呼びかけがあっ
た。
２．支部の状況把握について
� （小関副会長）
・‌�各支部の状況を把握し、会員数の増

強に結び付けるよう提案があった。
３．‌�選挙管理委員長による投票の様式
説明の期日について� （津田会長）

・‌�津田会長より、役員選出に関する規
程に基づき、次回の理事会において
大坪選挙管理委員長が役員選挙の有
無、選挙の方法などについて説明す
る予定である旨の告知があった。
４．平成 26 年 2月会計報告承認
� （濱田理事）＜承認＞
・‌�平成 26 年度 2 月会計報告が承認され

た。
５．‌�平成 25 年度第 8回理事会 (2月 )
議事録承認� ＜承認＞

　平成 25 年度第 8 回理事会議事録が、
以下を訂正、加筆することで承認され
た。
・‌�長寿社会福祉委員会の報告に詳細を

加筆
・‌�小児救急事業委員会の報告者を訂正
・‌�十代の性の健康支援ネットワーク事

業委員会に「東京での連絡協議会を
次年度中に開催予定している」を加
筆

・‌�事業報告の MsACT 委員会に英語セ
ミナーの開催を加筆
６．その他
１）‌�理事定数・部会・理事会のあり方

等について� （大谷理事）
・‌�平成 26 年度役員選挙においての役員

定数について確認があり、次回以降
の継続審議となった。

●報告事項
１．各部、ＮＣ報告
１）庶務部報告� （馬場理事）
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・‌�平成26年度理事会開催日については、
馬場理事から 6月と 7月の曜日変更
が提案されたが、理事選挙を鑑み、5
月に 6月の開催日を決定。以降の日
程は 6月理事会のおいて新理事が討
議することとなった。
２）広報部報告� （山本理事）
・‌�HPの管理業者を平成 26 年度から株
式会社メガに変更することが報告さ
れた。
・‌�日本女医会のパンフレットについて
誤りがあるため、平成 26 年度には作
り直す方針であることが報告された。
３）渉外部報告� （宮﨑理事）
・‌�国連国内婦人委員会での活動が報告
された。
４）学術部報告� （前田理事）
・‌�第 34 回学術研究助成の受賞者が発
表された。
　岡野純子先生（滋賀医科大学准教授）
　小川葉子先生（慶應義塾大学医学部
　特任准教授）
・‌�また、選考委員会において来年度以
降の募集要綱に変更を加えることが
検討された旨報告があり、来月の理
事会において検討することとなった。
５）事業部報告� （高原理事）
・‌�第 3回提言論文募集の優秀賞が発表
された。
　小‌�比賀美香子先生（岡山大学病院　
卒後臨床研修センター助教）

　林‌�　慧氏（東京大学医学部医学科 4
年）

２．各委員会報告
１）男女共同参画事業委員会
� （澤口副会長）
・‌�来年度は 10月講演会を予定している
ほか、第 7回キャリア・シンポジウ
ムの報告書を作成予定である旨報告
があった。
２）長寿社会福祉委員会� （山本理事）
・来年度の講演会は、東京で開催予定
である旨報告があった。
３）小児救急事業委員会� （山崎監事）
・小児救急委員会に諏訪理事が参加す
る予定である旨報告があった。
・「どうしよう…子どもの救急」の平成
25年度の販売状況について報告があっ
た。
　平成 24 年度　日本語版：6883 部　
　英語版：497 部
　平成 25 年度　日本語版：1281 部　
　英語版：422 部

　（その他国際女医会で配布 60部）
４）MsACT委員会� （藤川理事）
・平成 26 年 2 月 23 日に開催された第
2回英語セミナーについての報告があ
った。
３．対外的団体活動
１）日豪ジュニアプロジェクトについ
て� （齊藤理事）
・東日本大震災支援金を寄附した日豪
ジュニアプロジェクトに参加した中学
生についての報告と、今後の支援の依
頼があった。
４．その他
１）日本女医会吉岡弥生賞について
� （津田会長）
・平成 25年度吉岡弥生賞の受賞者が発
表された。
　市�田蕗子先生（富山大学医学部小児
科准教授・診療教授）

２）第 16回ブロック懇談会について
� （高原理事）
・平成 26 年 3 月 15 日に開催された第
16回ブロック懇談会について報告があ
った。� 以上

公益社団法人日本女医会

（（（理事会議事録）））
平成26年度第1回理事会議事録

１．日時　�平成 26 年 4月19日（土）
15時 30 分～18 時 30 分

２．場所　日本女医会会議室
３．出欠席者
１）出席者
理事
津田喬子 小関温子 澤口彰子
大谷智子 川村富美子 古賀詔子
齊藤惠子 諏訪美智子 高原照美
田辺晶代 塚田篤子 中田惠久子
馬場安紀子 濱田啓子 藤川眞理子
前田佳子 宮﨑千惠 矢口有乃
山本纊子 横須賀麗子 吉馴茂子

監事
松井ひろみ 山崎トヨ
２）欠席者
理事　　
宮本治子 対馬ルリ子

※‌�開会に先立ち、津田会長より第 59
回定時総会の出席予定者数と委任者
数について言及があり、今総会は定

款の変更があるため、総会員の 3分
の 2以上の出席、もしくは委任が必
要であること、そのため、理事一同
に対して協力の要請があった。

●継続審議事項
１．第 59回定時総会について
１）‌�役員選挙を含む総会のスケジュー
ルについて� ＜承認＞

　検討の結果、支部・本部連絡会、及
び総会の開始時間を 15 分ずつ繰り上
げ、以下のように変更することが決定
した。変更内容は、4月末発送予定の
会誌 218 号に同封し、周知することと
なった。
　支部・本部連絡会　10 時 00 分開始
　　→ 9時 45 分開始
　定時総会　11時 15 分開始
　　→ 11時 00 分開始
　（総会の受付は、10時から開始する）
また、各議案の担当理事を再確認した。
２）写真撮影について� ＜承認＞
　時間的な問題を考慮し、集合写真の
撮影は行なわないこと、スナップ写真
の撮影を馬場理事が行うことが承認さ
れた。
２．‌�定款変更、及び関連規程の変更と
配布資料について� ＜承認＞

　津田会長より総会で配布する資料に
基づき定款の改訂点の説明があり、各
部を検討した。
　「役員の報酬及び費用に関する規程」
については、改定案を総会に於いて検
討し、承認を得ることとなった。
　また、「役員等旅費規程」について
は、次回以降の理事会の継続審議とな
った。但し、第 4条に関しては、今理
事会に於いて承認となった。
３．‌�「日本女医会吉岡弥生賞」規程改訂
案について� ＜継続＞

　澤口副会長より、改訂点の説明があ
り、改訂案を盛り込んだ規程を次回以
降の理事会において再度検討、承認す
ることとなった。
４．「荻野吟子賞」規程改訂案について
� ＜承認＞
　吉馴理事より、資料に基づき改訂点
の説明があり、検討の結果改訂案が承
認された。
５．学術研究助成募集要綱について
� ＜承認＞
　前田理事より、学術研究助成の募集
要綱の変更点の説明があり、承認され
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た。
・採用件数を 3 件以内とする。　
・‌�応募者に年齢制限を設ける。（満 45

歳未満）
・‌�「同一人が重ねて申請をする場合は 3

年以上」を 5 年以上とする。
・‌�同一研究課題により他機関の助成を

申請、または受けている場合は申請
を認めない。

・‌�受賞後に上記に抵触することが認め
られた場合は、助成金の返還を求め
ることがある。

・‌�授賞式には受賞者、代理人が必ず出
席をすること。

・‌�「受賞後」を「助成を受けた後」に変
更

・‌�「本助成金授与後 2 年以内」を 3 年以
内とする。

　規程に関しては、上記の変更を盛り
込んだ規程案を次回以降の理事会で検
討することとなった。
６．‌�刑務所のありかた検討委員会への協
力（名執課長からのご依頼に関し
ての説明と検討）� ＜承認＞

　澤口副会長より、同検討委員会が、
大学医学部、医科大学に刑務所の現状
を周知するために女医会にその窓口役
としての協力を仰ぎたいとの依頼があ
ったとの報告があり、大学病院長宛の
書簡を澤口副会長が作成することが承
認された。
７．‌�東日本大震災被災地への継続的支
援について

　津田会長より本件について、継続的
な支援の必要性が述べられた。

●審議事項
１．‌�平成 25 年度事業報告及び決算の承
認�（松井監事 / 山崎監事）＜承認＞

　松井監事より、会計監査の報告があ
り、事業報告とともに承認された。
２．役員選出の投票様式について
� （大坪選挙管理委員長）＜承認＞
　大坪選挙管理委員長より、4 月 12 日
に行われた選挙管理委員会に於いて決
定した内容に基づき、第 59 回定時総
会で行われる役員選出の投票、及び開
票方法、選挙の流れについて説明があ
り、検討の結果承認された。
　1．‌�総会の会場には、立候補者の名

前を張り出す。
　2．‌�投票用紙には立候補者全員の名

前を印刷し、その上に丸印を付

ける投票形式とする。理事は7名、
監事は 1 名に丸印をつけること
とする。

　3．‌�投票用紙は総会の受付時に入場
者に渡し、受領のサインをもら
うこととする。	  
　そのため、総会の開始時間を
15 分繰り上げ、午前 11 時からと
することを理事会に要望したい。

　4．‌�投票の開始は、ナショナルコー
ディネータ報告の後とし、開始
前に選挙管理委員長が投票方法
などを説明する。（11 時 15 分ご
ろの予定）また、全員の投票が
終了するまで会場への入場は禁
止とする。会場の出入り口には、
選挙管理委員が立つこととする。

　5．‌�開票作業は、総会会場の後方で
行う。

　6．‌�同点の場合は、決選投票を行う。
　7．‌�会長、副会長選挙は、当選した

理事の互選で行う。	  
　但し、副会長の選出は現行の
規程通り、まず 1 名を会長が指
名し、残り 2 名を 2 名連記の投
票で選出する。	  
　なお、今回の役員選出は現行
の定款、役員選出規程に基づい
て行うことが確認された。第 59
回総会において定款改訂が承認
された場合は、改訂後の定款と
規程との齟齬を 6 月以降の理事
会で検討し、随時変更すること
となった。

３．平成 26 年 3月会計報告承認
� ＜承認＞
　平成 26 年 3 月会計報告が承認され
た。また、濱田理事より平成 25 年度
各事業別予算費用実績対批表について
説明があった。今後の講演会等の開催
については、以下の項目について考慮
することを申し合わせた。
・‌�企業・他団体との共催等による経費

の分担を図る。
・参加費（資料代）の徴収
・‌�講師数を調整して謝金を削減する。
　前田理事より、「宮城県女医会・総
会打ち合せ交通費」について質問が
った。これに対し濱田理事より、当初
は 400,000 円であった予定の内容を精
査し、会議議事録と領収書の提出があ
った交通費（71,540 円）、及び通信費

（22,660 円）のみを今回に限り宮城県

女医会に支払った旨回答があった。
４．‌�平成 25 年度第 9 回理事会 (3月 )
議事録承認� ＜承認＞

　平成 25 年度第 9 回理事会の議事録
が承認された。
５．‌�理事定数・部会・理事会のあり方等
について� ＜承認＞

・‌�山崎監事より、議題を「三役会・部会・
理事会のあり方等について」に訂正
するよう要望があり、認められた。

・‌�大谷理事より、本議題は山崎監事か
ら提起されたものであるが、監事か
らの議題提起が認められなかったた
め、代理として提起した旨説明があ
った。	  
　その後山崎監事より理事会での討
議の内容は、詳細に議事録に記録す
るべきであるとの意見が述べられ承
認された。
６．学会開催共催のお願い� ＜継続＞
　澤口副会長より、平成 26 年 10 月
11 日に開催される第 51 回日本犯罪学
会総会で開催される男女共同参画に関
する講演会に対して共催の依頼があっ
た。内容が未定のため、講師、内容を
メールで各理事に配信し審議すること
となった。
７．その他
１）総会出席の取り扱いについて
� ＜承認＞
　津田会長より、定時総会の出席の取
り扱いについて確認があり、委任状の収
集についても協力の呼びかけがあった。
２）‌�日本医師会理事立候補者推薦に関

して
　津田会長より、日本医師会が今後女
性の理事枠を増やし、日本女医会に対
して理事候補者を出すオファーがあっ
た場合、対応できるか否かという問い
合わせがあったことが報告された。

４．報告事項
１．各部、ＮＣ報告
１）庶務部報告
　6 月の理事会は 6 月 21 日（土）とし、
7 月以降の理事会開催日は 6 月の理事
会において検討することとなった。
２）広報部報告
　山本理事より、日本女医会誌 218 号
の進捗について報告があった。219 号
の締切は、7 月 10 日頃とする。
３）渉外部報告
・‌�国連 NGO 国際婦人年連絡会役員会
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に出席した旨報告があった。
・‌�矢口理事が国連に派遣されることが

報告された。
・‌�3 月 10 日から 21 日まで国連本部に

おいて開催された第 58 回国連女性の
地位向上委員会に、澤口副会長、矢
口理事、澤口聡子会員が参加した旨
報告があった。

４）事業部報告
・‌�日本女医会学会ネットワーク（仮称）

第 1 回座談会について
　藤川理事より、同ネットワークの準
備段階として 3 月 26 日に内田啓子先
生（東京女子医科大学）、小森万希子
先生（東京女子医科大学）、巴ひかる
先生（東京女子医科大学）、高原理事
で意見交換を行った旨報告があった。
座談のテープおこしを行っており、会
誌 219 号に内容を掲載する予定である
ことが述べられた。
　津田会長より、ネットワークは仮称
であること、内容については次回理事
会において検討することが確認され
た。
　吉馴理事より、現状の公益事業の中
で提言論文募集が MsACT に分類され

ていることについて、事業部の事業と
したい旨要望があった。
５）ナショナル・コーディネータ報告
・‌�矢 口 理 事 よ り、2 月 1 日 付 の The 

Lancet に、アフリカ大陸における近
親者の DV と HIV 感染には相関につ
いての統計記事に対し、国際女医会
としての見解が掲載されとの報告が
あった。
２．各委員会報告
１）男女共同参画事業委員会
　澤口副会長より、第 7 回医学を志す
女性のためのシンポジウム報告書が現
在作成中である旨の報告があった。
２）長寿社会福祉委員会
　山本理事より、来年度は認知症に関
する講演会を開催予定である旨報告が
あった。
３）小児救急事業委員会
　山崎監事より、平成 26 年度は講演
会を開催する予定である旨報告があっ
た。
４）‌�十代の性の健康支援ネットワーク

連絡協議会開催について
　吉馴理事より、6 月 13 日には東京・
全国都市会館において東京ゆいネット

連絡会、10 月 25 日には、沖縄県男女共
同参画センターにおいてシンポジウムの
開催を予定している旨報告があった。
５）MsACT 委員会
　藤川理事より、国際女医会 Young 
MWIA に学生会員の松本惇奈さんの
記事が掲載されている旨報告があっ
た。
３．その他
１）‌�平成 26 年度神奈川支部総会につ

いて
　前田理事より 7 月 13 日に神奈川支
部総会と、国立感染症研究所の片山和
彦先生によるノロウイルスと感染症に
ついての講演が開催される旨報告があ
った。
２）小関副会長より
　日本女医会誌 206 号（2011 年 4 月 25
日発行）に掲載された小川昭子先生の
原稿について、内容が無断で変更され
ていたことに対し、小川先生が遺憾の
意を述べられている旨が報告された。
� 以上
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会員動静（平成26年7月20日現在・敬称略）

氏　名 支　部 卒　年

入会

間宮敬子 （北海道） 昭 62
皆川智子 （青森） 平 14
横尾倫子 （山形） 平 7
川村隆枝 （岩手） 昭 49
後藤さやか （埼玉） 昭 63
鳥谷部郁子 （埼玉） 昭 60
川崎　歩 （東女医） 平 23
小森万希子 （東女医） 昭 58
佐藤麻子 （東女医） 昭 58
発田万里子 （東女医） 平 23
南　梓 （東女医） 平 23
田中つや子 （神奈川） 昭 60

氏　名 支　部 卒　年

入会

高橋実か （愛知県） 平 26
工藤路子 （新潟） 平 4
森村公子 （大阪） 昭 35
加藤聖子 （福岡） 昭 61

学生

早川瑛梨 （昭和大）
秋田美穂 （愛知医科大）
林　慧 （東京大）
浅倉友理 （金沢医科大）

退会 　21 名

物故
木下茂美 （足立） 昭 56
名取静子 （都下西） 昭 23
加藤知子 （愛知県） 昭 23

寄附者一覧（敬称略　H26.4.1～ H26.7.20）
以下のとおりお知らせいたします。ご協力ありがとうございました。

新井寧子（栃木）　鹿田儀子（北）
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第 4 回 提言論文 募集のご案内
日本女医会は公許女医第一号の荻野吟子先生、東京女子医科大学創立者 吉岡彌生先生を中心に 1902 年に創

立され、2012 年には創立 110 周年を迎えました。同年 4 月 1 日付で公益社団法人に認定され、2013 年 3 月 24 日
に「創立 110 周年ならびに公益社団法人認定記念式典」を開催致しました。これまでの 110 年間、女性医師の地
位向上への絶え間ない努力、女性医師にしかできない地域貢献・社会貢献を行ってきました。

これからも公益社団法人認定を受けた団体として、日本の未来のために何をなし得るか、創立の理念を思い起
こし、新しい時代を切り開く女性医師団体としてリーダーシップを発揮していきたいと考えています。

第 4 回の提言論文では、「女性の心身の健康、社会的な健康とは？」をテーマに広く募集いたします。皆様の
フレッシュな視点からのご意見をお待ちしております。

課題　『女性の心身の健康、社会的な健康とは？』
１．応募資格…………医師および医学生
２．�応募要領…………‌�① 1,200字以内	 …

② ‌�原稿はWordで執筆し電子メールに添付して応募して下さい。	 …
宛　　先：（公社）日本女医会　office@jmwa.or.jp	 …
添付資料：‌�提言の題名、住所、氏名 (ふりがな )、生年月日、電話番号、メールアドレス、

所属・役職名（医学生は大学名・学年も）を明記した別紙を添付して下さい。
３．入選者数…………当会理事会による厳正な審査を経て３名以内の方を入選と致します。　
４．募集期間…………‌�平成 26年８月１日（金）～平成27年２月28日（土）※平成27年２月28日（土）送信分まで。
５．入選発表…………平成27年４月１日（水）
６．表　　彰…………‌�平成 27年５月17日（日）開催の第60回日本女医会定時総会（群馬県・ホテルメトロポ

リタン高崎にて開催予定）において行い賞金を授与する。
７．賞　　金…………一人2万円
８．注意事項…………‌�・応募論文の版権は（公社）日本女医会に帰属します。	 …

・入選論文は（公社）日本女医会のホームページに掲載されます。
９．提出・問合せ……‌�公益社団法人日本女医会　事務局　〒150-0002東京都渋谷区渋谷2-8-7 青山宮野ビル

3階　TEL：03-3498-0571　FAX：03-3498-8769　e-mail: office@jmwa.or.jp
� （担当：事業部）

日本女医会 荻野吟子賞 候補者募集のご案内
公益社団法人日本女医会は、女性として初めて公に医師の資格を与えられた荻野吟子の偉業を称え、その名を永

久に伝え、女性の地位向上を図ることを目的として、「日本女医会荻野吟子賞」を制定しています。
本賞の候補者を募集致しますので、募集要項にしたがってご申請下さいますようお願い申しあげます。

募集要項
１．対象……………………… �独自の活躍をもって、女性の地位向上や市井の医療に著しい貢献をした女性医師（原

則として１名）に与える。但し、同賞を受賞したことのある者、及び日本女医会吉岡
弥生賞を受賞したことのある者は応募することはできない。

２．表彰……………………… �平成27年 5月17日開催の第60回日本女医会定時総会（群馬県・ホテルメトロポ
リタン高崎にて開催予定）において行い、賞状、記念メダルおよび副賞を授与する。
副賞は5万円とする。

３．候補者の推薦…………… 日本女医会員による推薦が必要である。
４．提出書類・申込期限…… �所定の様式の履歴書、推薦状を日本女医会事務局まで簡易書留で郵送する（平成27

年1月31日当日消印有効）。
５．問合せ…………………… �公益社団法人日本女医会　事務局　〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-8-7　青山

宮野ビル3階　TEL：03-3498-0571　FAX：03-3498-8769
	 e-mail：office@jmwa.or.jp� （担当：事業部）
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日本女医会 吉岡弥生賞 候補者募集のご案内
公益社団法人日本女医会は、日本における女性医師の育成の礎を築いた吉岡彌生の偉業を称え、その名を永久に

伝えるとともに、女性医師の医学、または社会への貢献を図ることを目的として「日本女医会吉岡弥生賞」を制定
しています。

本賞の候補者を募集していますので、募集要項にしたがってご応募下さい。

募集要項

１. 対象…………………… �公益社団法人日本女医会の最高の賞として、次のいずれかに該当する女性医師１名に授与する。		
１）医学に貢献した女性医師　２）社会に貢献した女性医師

２. 候補者の推薦… …日本女医会員２名以上の推薦が必要である。
３. 応募方法… ………… �所定の様式の履歴書及び推薦状と、下記の内容の業績目録を添えて、日本女医会事務局まで簡易

書留にて郵送する。								        …
業績目録　１）‌「医学に貢献した女性医師」に応募の方 ●査読のある欧文の医学雑誌に掲載された論文のうち
筆頭著者3編以上を含む5編の全文 ●上記以外の査読のある国内外の医学雑誌に掲載された代表的な論文
のうち筆頭著者7編以上を含む10編の論文名、著者名と抄録　２）「社会に貢献した女性医師」に応募の
方 ●国内外での医療・保健・福祉活動、女性医師支援および女性医師の地位向上等における業績報告書　１）
２）に共通の業績 ●国内外の学会等での特別講演、招聘講演の演題名、講演年月日、学会名、開催地等 ●国
内外での活動および国際貢献に対する受賞歴：賞の名称と受賞理由、授与者名及び団体名、受賞年月日

４．申込期限……………平成27年1月31日（当日消印有効）
５．選考及び発表……選考委員会において選考の上、申請者宛に通知する。
６．表彰…………………… �平成 27年 5月17日開催の第60回日本女医会定時総会（群馬県・ホテルメトロポリタン高崎にて開

催予定）において行い、賞状、楯および副賞を授与する。
７．問合せ… …………… �公益社団法人日本女医会事務局　〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-8-7　青山宮野ビル3階　	

TEL：03-3498-0571　FAX：03-3498-8769　mail：office@jmwa.or.jp����� （担当：庶務部）

女医会誌219_CS6.indd   27 2014/08/13   10:49



2014 年 8 月 25 日

28　　日本女医会誌・復刊第 219 号

処暑の声を聞き秋風が待ち遠しい今日この頃です。先
生方もお元気に猛暑を乗り切られたでしょうか。日本女
医会役員は 5月の総会の役員選挙で選出された前期か
らの再任理事 16名と新理事 9名、再任監事 2名により

新しいスタートを切りました。広報部も新メンバーで始動しました。
今後、日本女医会誌とホームページが先生方にとって、より親しみ
やすい情報源となるよう、段階的リニューアルも含めて検討して参
りたいと思います。紙面を通して会員に発信した方が良い情報や会
員の先生方に筆者として御参加いただける連載企画（随筆）のテー
マなどについて御意見、御提案がございましたらお手紙、メールに
て事務局まで御一報いただければ幸いでございます。� （田辺晶代）
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第 35 回　日本女医会学術研究助成のご案内
日本女医会では医学の発展・向上に寄与する研究を行っている会員の方々の学術研究に対し、助成
事業を行ってまいりました。平成 24年 4月に公益社団法人に移行いたしましたので、第 33回より日本
国内在住の全女性医師を対象として優れた研究に対して、助成を行うこととなりました。つきましては、
希望者は下記応募要領にしたがって当会宛てに申請くださいますようお願い申し上げます。

記

1．助成の趣旨：後進の研究助成を図り、医学分野の発展、向上に寄与する事を目的とする。
2．助成金額：1 件 30万円まで、採択件数は 3件以内。
3．申し込み手続き：
	 1）応募資格
	 　①申請締切時において満 45歳未満の日本国内在住の女性医師。
	 　②�同一研究課題により他機関の助成を申請している、または助成を受けている場合は、当研究助成の申請を認

めない。
	 　③助成を受けた後に上記に抵触することが判明した場合には、助成金の返還を求めることがある。
	 2）助成期間　原則 1年間。同一人が重ねて申請をする場合は 5年以上の間隔をおくこと。
	 3）応募方法　�日本女医会ホームページ（http://jmwa.or.jp/joseikin.html）より所定の用紙をダウンロード

して作成し、電子メールに添付して応募。宛先：（公社）日本女医会　office@jmwa.or.jp
	 4）申込期限　平成 26年 12月 25日必着。
	 5）選考及び発�表方法　選考委員会において選考の上、平成 27年 3月開催の日本女医会理事会で決定し、申請

者宛てに通知する。
	 6）助成金の贈�呈　平成 27年 5月 18日開催の日本女医会総会の席上。被授与者または代理人が必ず出席する

こと。
	 7）被授与者の本会に対する報告
　	 　①�平成28年9月4日までに研究経過報告書（日本女医会誌掲載用）と収支報告書を提出。また、ホームページ「学

術研究助成受賞者の軌跡」欄（http://jmwa.or.jp/kiseki/index.html）にも寄稿することを承諾する。
	 　②�被授与者は、本助成金授与後 3年以内に本助成金を受けた研究であることを明記した論文の別刷 10部を提

出し、日本女医会誌等に掲載することを承諾する。
	 8）問い合わせ　�（公社）日本女医会事務局　〒 150-0002　東京都渋谷区渋谷 2-8-7　青山宮野ビル 3階	 …

Tel: 03-3498-0571  Fax: 03-3498-8769  e-mail: office@jmwa.or.jp
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